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北
宋
期
に
お
け
る
李
白

へ
の
視
線
に
つ
い
て

は
じ
め

に

李
白

（七
〇

一
～
七
六
三
）
は
、
盛
唐
期
を
代
表
す
る
詩
人
と
し
て
杜
甫

（七

一

二
～
七
七
〇
）
と
併
称
さ
れ
な
が
ら
も
、
杜
甫
の
よ
う
に
後
世
に
お
い
て
詩
作
の
規

範
と
さ
れ

「詩
聖
」
と
し
て
崇
拝
さ
れ
る
に
は
至
ら
な
か

っ
た
。
こ
こ
で
は
、
両
者

に
対
す
る
評
価
が
分
離
す
る
北
宋
中
期
、
具
体
的
に
は
欧
陽
脩

（
一
〇
〇
七
～

一
〇

七
二
）
ら
の
グ
ル
ー
プ
が
活
動
す
る
仁
宗
期

（
一
〇
二
三
～

一
〇
六
三
）
を
中
心
と

し
て
、
そ
の
後
の
北
宋
末
期
ま
で
を
視
野
に
入
れ

つ
つ
、
当
時
の
知
識
人
層
に
お
け

る
李
白
と
い
う
人
物
お
よ
び
そ
の
詩
作
に
対
す
る
評
価
の
様
相
を
検
討
し
、
宋
代
の

詩
風
形
成
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
考
え
る
。

一
　

仁
宗
期

に
お
け
る
李
白

・
杜

甫
詩

の
流
行

劉
牧

（
一
〇
三
二
～

一
〇
八
八
）
は
、
『中
山
詩
話
』
（歴
代
詩
話
　
中
華
書
局

一
九
八

一
年
初
版
　
所
収
本
）
の
な
か
で
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

楊
大
年
不
喜
杜
工
部
詩
、
謂
篤
村
夫
子
。
郷
人
有
強
大
年
者
、
績
杜
句
日

「
江

漢
思
婦
客
」
。
楊
亦
周
封
、
郷
人
徐
奉

「乾
坤

一
腐
儒
」
。
楊
黙
然
若
少
屈
。
欧

公
亦
不
甚
喜
杜
詩
、
謂
韓
吏
部
絶
倫
。
吏
部
於
唐
世
文
章
、
未
嘗
屈
下
、
獨
稗

道
李
杜
不
已
。
欧
貴
韓
而
不
悦
子
美
、
所
不
可
暁
。
然
干
李
白
而
甚
賞
愛
、
将

由
李
白
超
連
飛
揚
篤
感
動
也
。

湯

浅

陽

子

楊
大
年
　
杜
工
部
詩
を
喜
ば
ず
、
謂
ひ
て
村
夫
子
と
篤
す
。
郷
人
に
大
年
に
強

ひ
る
者
有
り
、
杜
の
句
の

「
江
漢
思
蹄
客
」
と
日
ふ
に
績
け
し
む
。
楊
ま
た
属

封
す
る
に
、
郷
人
徐
ろ
に

「乾
坤

一
腐
儒
」
を
基
ぐ
。
楊
　
黙
然
と
し
て
少
し

く
屈
せ
る
が
若
し
。
欧
公
　
ま
た
甚
だ
し
く
は
杜
詩
を
喜
ば
ず
、
韓
吏
部
絶
倫

な
り
と
謂
ふ
。
吏
部
は
唐
世
の
文
章
に
於
て
、
未
だ
嘗
て
屈
下
せ
ず
、
獨
り
李

社
を
構
道
し
て
已
ま
ざ
る
の
み
。
欧
の
韓
を
貴
ぶ
も
子
美
を
悦
ば
ざ
る
は
、
暁

る
べ
か
ら
ざ
る
所
な
り
。
然
る
に
李
白
に
干
て
は
甚
だ
賞
愛
す
る
は
、
李
自
の

超
趣
飛
揚
し
て
感
動
を
篤
す
に
よ
る
を
将
て
な
り
。

こ
こ
で
劉
牧
は
、
北
宋
初
期
に

一
世
を
風
靡
し
た
西
昆
体
の
中
心
人
物
の

一
人
で

あ

っ
た
楊
億

（字
大
年
　
九
七
四
～

一
〇
二
〇
）
と
、
そ
の
後
、
北
宋
中
期
に
西
昆

体
を
超
え
た
新
し
い
詩
風
を
模
索
し
た
欧
陽
脩

（文
忠
公
　
一
〇
〇
七
～

一
〇
七
二
）

と
が
、
い
ず
れ
も
杜
甫
詩
を
好
ま
な
か

っ
た
こ
と
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る
。
ま
ず

楊
億
に
つ
い
て
は
、
杜
甫
の
詩
を
好
ま
ず
に
田
舎
学
者
だ
と
批
判
し
た
と
記
し
て
い

る
が
、
楊
億
を
そ
の
中
心
人
物
の
ひ
と
り
と
す
る
西
昆
体
が
、
晩
唐
の
李
商
隠

（八

一
三
～
八
五
八
）
の
詩
風
を
作
詩
の
模
範
と
し
、
典
故
の
多
用
と
修
辞
の
華
一麗
さ
の

追
及
を
そ
の
大
き
な
特
色
と
し
て
い
る
こ
と
を
思
え
ば
、
現
実
の
事
物
を
写
実
的
に

描
き
出
そ
う
と
す
る
傾
向
を
持

つ
杜
甫
詩
に
対
す
る
こ
の
よ
う
な
反
応
は
、
特
に
不

思
議
な
も
の
と
は
言
え
な
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
こ
に
は
ま
た
、
楊
億
が
活
動
し

て
い
た
時
代
に
、
田
舎
住
ま
い
の

「
郷
人
」
―
当
時
に
お
け
る
最
先
端
の
洗
練
さ
れ

た
文
化
を
身
に
つ
け
て
い
た
と
は
思
わ
れ
な
い
人
物
―
が
、
杜
甫
詩
を
よ
く
読
み
、

モ
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愛
好
し
て
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
か
ら
は
、
す
で
に
北
宋
初
期
に
は
、

杜
甫
詩
の
愛
好
が
、
宮
廷
の
館
閣
に
出
入
り
す
る
よ
う
な
文
人
層
の
み
な
ら
ぬ
、
よ

り
広
範
な
層
に
ま
で
広
が

っ
て
い
た
様
子
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。

続
い
て
劉
牧
は
、
彼
と
同
時
代
人
で
あ
り
、
知
人
で
も
あ

っ
た
欧
陽
脩
に
つ
い
て
、

中
唐
期
の
韓

（吏
部
）
愈
を
高
く
評
価
し
、
そ
の
文
学
に
多
く
を
学
ん
で
い
る
彼
が
、

韓
愈
が
特
に
高
く
評
価
し
た
李
白

・
杜
甫
の
う
ち
、
杜
甫
を
評
価
し
て
い
な
い
こ
と

を
、
不
可
解
と
評
し
て
い
る
。
韓
愈
が
李

・
社
の
双
方
を
高
く
評
価
し
て
い
た
こ
と

は
、
例
え
ば

「送
孟
東
野
序
」
（韓
昌
黎
文
集
校
注
巻
四
　
中
國
古
典
文
學
叢
書

上
海
古
籍
出
版
社

　
一
九
八
六
年
）
で
、
「
唐
之
有
天
下
、
陳
子
昂

ｏ
蘇
源
明

・
元

結

・
李
白

・
杜
甫

ｏ
李
観
、
皆
以
其
所
能
鳴
。
」
（唐
の
天
下
を
有

つ
に
、
陳
子
昂

・

蘇
源
明

・
元
結

・
李
白

・
杜
甫

・
李
観
、
皆
な
其
の
能
く
す
る
所
を
以
て
鳴
る
。
）

と
述
べ
、
李

・
杜
を
唐
代
を
代
表
す
る
詩
人
と
し
て
併
称
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明

ら
か
で
あ
る
。
劉
牧
の
こ
の
よ
う
な
態
度
は
、
彼
ら
の
活
動
し
た
時
代
に
お
い
て
は
、

杜
甫
詩
あ
る
い
は
李

ｏ
杜
に
対
す
る
高
い
評
価
が
、
広
く
共
有
さ
れ
て
い
た
こ
と
を

窺
わ
せ
る
だ
ろ
う
。

欧
陽
脩
が
杜
甫
詩
を
好
ま
な
い
こ
と
を
不
可
解
と
評
す
る
表
現
は
、
劉
牧
の
み
に

止
ま
ら
ず
、
さ
ら
に
後
の
、
陳
師
道

（
一
〇
五
三
～

一
一
〇

一
）
『
後
山
詩
話
』
（歴

代
詩
話
本
）
の
、
「欧
陽
永
叔
不
好
杜
詩
、
蘇
子
謄
不
好
司
馬

『史
記
』
。
余
毎
典
黄

魯
直
怪
嘆
、
以
篤
異
事
。
」
（欧
陽
永
叔
は
杜
詩
を
好
ま
ず
、
蘇
子
謄
は
司
馬
の

『
史

記
』
を
好
ま
ず
。
余
　
毎
に
黄
魯
直
と
怪
し
み
嘆
じ
、
以
て
異
事
と
篤
す
。
）
に
も

見
る
こ
と
が
で
き
る
。
欧
陽
脩
の
弟
子
で
あ
る
蘇
戟
の
、
そ
の
さ
ら
に
弟
子
の
世
代

に
と

っ
て
も
、
欧
陽
脩
が
杜
甫
詩
を
好
ま
な
い
こ
と
は
、
珍
し
い
こ
と
と
感
じ
ら
れ

た
よ
う
だ
。
彼
ら
の
世
代
に
お
い
て
は
、
す
で
に
杜
甫
詩
が
詩
作
に
お
け
る
亀
鑑
と

し
て
認
識
さ
れ
る
状
況
に
あ

っ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

で
は
、
欧
陽
脩
が
杜
甫
詩
を
好
ま
ず
李
白
詩
を
好
む
と
い
う
こ
と
は
、
彼
の
生
き

夭

た
当
時
に
お
い
て
は
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
を
考
え
る

た
め
の
手
が
か
り
と
し
て
、
北
宋
初
期
か
ら
中
期
に
か
け
て
の
時
期
に
お
け
る
詩
風

の
流
行
に
つ
い
て
述

べ
た
、
察
啓

（察
居
厚
。
紹
聖
元
年

（
一
〇
九
四
）
進
士

（拠

『
至
順
鎮
江
志
』
巻
十
八
じ

『薬
寛
夫
詩
話
』
（郭
紹
虞

『
宋
詩
話
輯
伏
』
巻
下
　
中

華
書
局
　
一
九
八
七
年
第
二
版
）
の
、
次
の
よ
う
な
記
事
を
挙
げ
て
み
よ
う
。

國
初
沿
襲
五
代
之
餘
、
士
大
夫
皆
宗
白
柴
天
詩
、
故
王
黄
州
盟

一
時
。
祥
符

・

天
稽
之
間
、
楊
文
公

・
劉
中
山

・
錢
思
公
専
喜
李
義
山
、
故
昆
腱
之
作
、
身
然

一
愛
。
而
文
公
尤
酷
嗜
唐
彦
謙
詩
、
至
親
書
以
自
随
。
景
祐

・
慶
暦
後
、
天
下

知
尚
古
文
、
於
是
李
太
白

・
草
蘇
州
諸
人
、
始
雑
見
於
世
。
杜
子
美
最
篤
晩
出
、

三
十
年
末
學
詩
者
、
非
子
美
不
道
、
雖
武
夫
女
子
皆
知
尊
異
之
、
李
太
白
而
下

殆
莫
典
抗
。
文
章
隠
顧
、
固
自
有
時
哉
。
今
太
白
諸
集
猶
兼
行
、
獨
彦
謙
殆
竿

有
知
其
姓
名
者
。
詩
亦
不
多
、
格
力
極
卑
弱
、
僅
典
羅
隠
相
先
後
、
不
知
文
公

何
以
取
之
。
営
是
時
以
偶
優
篤
工
耳
。

國
初
　
五
代
の
餘
を
沿
襲
し
、
士
大
夫
　
皆
な
白
柴
天
詩
を
宗
と
し
、
故
に
王

黄
州
　
一
時
に
盟
す
。
祥
符

・
天
薩
の
間
、
楊
文
公

・
劉
中
山

・
錢
思
公
　
専

ら
李
義
山
を
喜
び
、
故
に
昆
謹
の
作
、
身
然
と
し
て

一
愛
す
。
而
る
に
文
公

尤
も
酷
だ
唐
彦
謙
詩
を
嗜
み
、
親
ら
書
し
て
以
て
自
ら
随
ふ
る
に
至
る
。
景
祐

ｏ

慶
暦
の
後
、
天
下
　
古
文
を
尚
ぶ
を
知
り
、
是
に
於
い
て
李
太
白

・
草
蘇
州
諸

人
、
始
め
て
雑
り
て
世
に
見
は
る
。
杜
子
美
　
最
も
晩
く
出
づ
る
を
篤
し
、
三

十
年
末
　
詩
を
學
ぶ
者
、
子
美
に
非
ざ
れ
ば
道
は
ず
、
武
夫
女
子
と
雖
も
皆
な

知
り
て
尊
び
之
を
異
と
し
、
李
太
白
而
下
　
殆
ど
典
に
抗
ふ
莫
し
。
文
章
の
隠

顧
は
、
固
に
自
ら
時
有
る
か
な
。
今
　
太
自
の
諸
集
　
猶
ほ
兼
ね
て
行
は
れ
、

獨
り
彦
謙
　
殆
ど
竿
に
其
の
姓
名
を
知
る
者
有
る
の
み
。
詩
は
ま
た
多
か
ら
ず
、

格
力
　
極
め
て
卑
弱
に
し
て
、
僅
か
に
羅
隠
と
相
ひ
先
後
た
る
の
み
に
し
て
、

文
公
の
何
ぞ
以
て
之
を
取
る
か
を
知
ら
ず
。
営
に
是
の
時
に
偶
優
を
以
て
工
と
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篤
す
の
み
な
る
べ
し
。

薬
啓
が
こ
こ
に
記
し
て
い
る
、
北
宋
初
期
か
ら
中
期
に
お
け
る
流
行
詩
風
の
変
遷

を
整
理
す
る
と
、
お
よ
そ
次
の
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
。

①
　
建
国
当
初

（九
六
〇
～
）

五
代
の
詩
風
を
継
承
。
白
居
易
詩
が
貴
ば
れ
、
王
萬
偶

（知
黄
州
）
が
盟
主

と
な
る
。

②
　
］具
宗
大
中
祥
符

（
一
〇
〇
八
～

一
〇

一
六
）
・
天
薩

（
一
〇

一
七
～

一
〇
二

一
）
年
間

楊
億

（文
公
）
ｏ
劉
箔

（中
山
）
ｏ
錢
惟
演

（思
公
）
に
よ
る
李
商
隠

（字
義

山
）
詩
の
愛
好
。
彼
ら
を
中
心
と
す
る
西
昆
体
詩
風
の

一
世
風
靡
。
楊
億
は
唐

彦
謙
詩
も
酷
愛
し
手
抄
本
を
携
帯
す
る
。

③
　
仁
宗
景
祐

（
一
〇
三
四
～

一
〇
三
八
）
・
慶
暦

（
一
〇
四

一
～

一
〇
四
八
）

年
間
以
降

古
文

（「古
い
時
代
の
文
学
」
の
意
か
。
）
尊
重
の
広
範
な
普
及
に
伴
う
、
李

白

（字
太
白
）
上
昇
應
物

（知
蘇
州
）
ら
の
詩
の
出
現
。
杜
甫

（字
子
美
）
詩

の
出
現
は
最
も
遅
れ
る
。

④
　
そ
の
後
～
二
十
年
後
の
現
在
ま
で

杜
甫

（字
子
美
）
詩
の
大
流
行
。
詩
を
学
ぶ
知
識
人
の
評
価
を
独
占
す
る
の

み
な
ら
ず
、
武
人

・
婦
人
に
ま
で
広
く
知
ら
れ
、
特
別
な
評
価
の
対
象
と
さ
れ

る
。
李
太
自
ら
、
他
の
詩
人
は
ほ
と
ん
ど
対
抗
で
き
な
い
。
李
白
等
の
別
集
は

な
お
平
行
し
て
通
行
す
る
が
、
唐
彦
謙
は
忘
れ
ら
れ
た
存
在
と
な
る
。

薬
啓
は
こ
こ
で
、
隠
逸
者
や
僧
侶
を
中
心
と
す
る
人
々
に
流
行
し
た
晩
唐
体
の
詩

風
に
は
触
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
白

（居
易
）
体
の
流
行
と
、
こ
れ
に
続
く
西
昆
体

の
流
行
を
指
摘
し
て
お
り
、
そ
の
宋
初
の
詩
風
の
変
遷
に
つ
い
て
の
認
識
は
、
現
在

の

一
般
的
な
理
解
と
大
き
く
岨
齢
し
て
い
な
い
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
薬
啓
は
そ
の
後

の
状
況
に
つ
い
て
、
③
④
の
仁
宗
期
に
お
け
る

「古
文
」
尊
重
の
風
潮
を
受
け
、
ま

ず
李
白

ｏ
葦
應
物
ら
の
詩
が
現
れ
、
そ
の
後
に
杜
甫
詩
が
現
れ
る
と
い
う
時
差
が
あ

っ

た
と
記
し
て
い
る
。

現
在
通
行
し
て
い
る
李
白
別
集
で
あ
る
清

・
王
埼

『
李
太
白
全
集
』
（中
華
書
局

中
國
古
典
文
學
基
本
叢
書

　

一
九
八

一
年
第
二
版
）

に
収
め
ら
れ
た
唐
の
李
陽
泳

「草
堂
集
序
」
ｏ
魏
頴

「李
翰
林
集
序
」
・
宋
の
柴
史

「李
翰
林
別
集
序
」
、
及
び
宋
敏

求

ｏ
曾
撃

ｏ
毛
漸

「李
太
白
文
集
後
序
」
の
記
す
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
唐
か
ら
北
宋

中
期
に
お
け
る
李
白
別
集
の
整
理
は
、
概
ね
次
の
よ
う
な
過
程
で
進
め
ら
れ
て
い
る
。

李
白
か
ら
直
接
託
さ
れ
た
草
稿
を
、
唐

ｏ
李
陽
泳
が

『草
堂
集
』
十
巻
に
編
集
し

（七
六
三
）
、
さ
ら
に
宋

・
架
史
が
収
集
整
理
し
た
十
巻
分
を
こ
れ
に
加
え
て

『
李
翰

林
集
』
二
十
巻
と
し
た
が
、
そ
の
後
、
柴
史
は
、
三
館
所
蔵
の
資
料
か
ら
集
め
た

『
李
翰
林
別
集
』
十
巻
を
編
ん
だ

（九
九
八
）
。
さ
ら
に
宋
敏
求
が
、
王
沫
蔵
の
三
巻

本
詩
集

（下
巻
を
伏
す
）
か
ら
治
平
元
年

（
一
〇
六
四
）
に
得
た
三
百
四
篇
と
、
唐

・

魏
萬
撰
の
二
巻
本
詩
集
か
ら
得
た
四
十
四
篇
、
お
よ
び
唐
類
詩

・
刻
石

・
他
人
の
別

集
か
ら
の
七
十
七
篇
を
加
え
て
整
理
し
、
熙
寧
元
年

（
一
〇
六
八
）
に
、
詩
及
び
文

六
十
五
篇
を
収
め
る
三
十
巻
本
を
編
集
し
た
が
、
分
類
は
旧
版
を
継
承
し
た
と
さ
れ

て
い
る
の
で
、
詩
体
別
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に

一
世
代
あ
と
の
曾
輩
が
、
こ
の
宋

敏
求
編
集
本
を
年
代
順
に
再
編
集
し
た
編
年
体
テ
ク
ス
ト

『
李
白
詩
集
』
（已
伏
）

を
編
ん
だ
。
毛
漸

「李
太
白
文
集
跛
」
に
よ
る
と
、
こ
の
編
年
体
テ
ク
ス
ト
は
、
そ

の
後
の
印
刷
技
術
の
普
及
を
受
け
、
毛
漸
の
校
勘
を
経
て
、
晏
知
止
に
よ

っ
て
元
豊

三
年

（
一
〇
八
〇
）
に
版
本
化
さ
れ
て
い
る

ち
な
み
に
、
王
沫
編
の

『
杜
工
部
集
』
二
十
巻
は
、
賓
元
二
年

（
一
〇
二
九
）

（王
沫

「杜
工
部
集
序
」
末
尾
の
日
付
に
よ
る
。
）
に
登
場
し
、
さ
ら
に
王
瑛
ら
が
そ

れ
に
整
理
を
加
え
た
も
の
が
嘉
祐
四
年

（
一
〇
五
九
）
四
月

（王
瑛

「杜
工
部
集
後

記
」
末
尾
の
日
付
に
よ
る
。
）
に
版
行
さ
れ
て
い
る
の
で
、
王
沫
編

『
杜
工
部
集
』

二九
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二
十
巻
に
先
行
し
て
読
ま
れ
て
い
た
李
白
別
集
は
、
宋

・
柴
史
編
の

『
李
翰
林
集
』

二
十
巻
及
び

『
李
翰
林
別
集
』
十
巻
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
こ
で
、
欧
陽
脩
が
杜
甫
よ
り
も
李
白
を
よ
り
好
ん
だ
と
い
う
こ
と
に
立
ち
帰
る

と
、
欧
陽
脩
は
、
仁
宗
天
聖
八
年

（
一
〇
三
〇
）
年
に
進
士
及
第
し
、
慶
暦
の
新
政

で
は
朋
党
の
議
の
渦
中
の
人
と
な
り
、
そ
の
後
も
官
僚
と
し
て
活
動
し
続
け
、
神
宗

熙
寧
五
年

（
一
〇
七
二
）
に
没
し
て
い
る
。
薬
京
が
記
し
た
流
行
の
情
況
が
当
時
の

現
実
を
よ
く
伝
え
て
い
る
な
ら
ば
、
欧
陽
脩
が
活
動
し
た
の
は
、
ま
ず
李
白

ｏ
葦
應

物
詩
が
世
に
出
、
そ
れ
に
遅
れ
て
杜
甫
詩
が
出
現
し
て
次
第
に
李

・
革
詩
を
上
回
る

流
行
と
広
範
な
層
か
ら
の
支
持
を
獲
得
し
て
い
っ
た
時
期
に
該
当
す
る
。
欧
陽
脩
が

生
涯
に
わ
た

っ
て
、
若
年
の
頃
か
ら
馴
染
ん
だ
李
白
詩
を
よ
り
好
ん
だ
の
に
は
、
そ

の
よ
う
な
時
代
背
景
も
関
わ

っ
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

二
　

欧

陽
脩

に
お
け
る
李
自

の
イ

メ
ー
ジ

既
に
見
た
劉
牧

『中
山
詩
話
』
の
章
段
で
は
、
欧
陽
脩
が
特
に
李
自
の
作
品
を
好

ん
だ
理
由
と
し
で
、
「将
由
李
白
超
趣
飛
揚
篤
感
動
也
。
」
（李
自
の
超
趣
飛
揚
し
て

感
動
を
篤
す
に
よ
る
を
将
て
な
り
。
）
、

っ
ま
り
、
李
白
が
他
か
ら
抜
き
ん
出
て
飛
び

上
が
る
よ
う
な
生
気
を
持
ち
、
そ
れ
が
人
の
心
を
動
か
す
か
ら
だ
と
考
え
て
い
た
。

前
章
で
述
べ
た
よ
う
な
時
代
背
景
が
あ
る
と
し
て
も
、
欧
陽
脩
が
李
白
詩
を
好
ん
だ

こ
と
に
は
、
や
は
り
彼
自
身
の
個
人
的
な
好
み
や
志
向
が
反
映
さ
れ
て
い
る
だ
ろ
う
。

そ
こ
で
次
に
、
欧
陽
脩
自
身
の
詩
文
を
資
料
と
し
て
、
彼
が
李

・
杜
を
ど
の
よ
う
に

位
置
づ
け
、
ま
た
両
者
の
個
性
の
違
い
を
ど
の
よ
う
に
提
え
、
さ
ら
に
李
白
を
ど
の

よ
う
に
好
ん
で
い
る
の
か
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

ま
ず
、
李
白
と
杜
甫
と
を
併
称
す
る
例
と
し
て

「感
二
子
」
（居
士
集
巻
九
　
欧

陽
文
忠
公
集
　
四
部
叢
刊
本
）
を
挙
げ
て
み
よ
う
。
こ
の
詩
は
十
三
韻
か
ら
な
る
七

き

言
古
詩
で
あ
り
、
そ
の
前
半
部
で
は
韓
愈

「雙
鳥
詩
」
の
表
現
を
意
識
し
つ
つ
、
蘇

舜
欽

・
梅
尭
臣
を
諸
々
の
鳥
に
抜
き
ん
出
た

「鳴
鳳
」
に
な
ぞ
ら
え
、
彼
ら
の
死
後

に
は
天
地
の
秩
序
が
失
わ
れ
た
と
述
べ
、
重
ね
て
韓
愈
ら
中
唐
期
の
発
想
を
踏
ま
え

て
、
蘇

・
梅
の
短
命
は
、
天
地
や
鬼
神
の
有
様
を
描
き
尽
く
し
て
、
造
物
者
の
枢
密

を
提
え
た
た
め
に
憎
ま
れ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
と
述
べ
て
い
る
。
前
半
部
分
の
内
容
が
、

こ
の
よ
う
に
中
唐
期
の
発
想
の
影
響
を
色
濃
く
受
け
た
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
て
、

後
半
部
で
は
、
話
題
を
盛
唐
期
の
李
白
と
杜
甫
に
絞

っ
て
い
る
。
韓
愈

「雙
鳥
詩
」

に
登
場
す
る
二
羽
の
怪
鳥
の
寓
意
に
つ
い
て
は
諸
説
が
存
在
す
る
が
、
そ
の
な
か
に

は
李
白

・
杜
甫
の
喩
え
と
す
る
説

（蘇
戟

「書
丹
元
子
所
示
李
太
白
真
」
等
）
も
あ

り
、
こ
の
詩
の
前
後
の
展
開
も
こ
れ
と
関
わ
る
と
思
わ
れ
る
。
次
に
そ
の
後
半
部
分

を
示
す
。

昔
時
李
杜
争
横
行
　
　
土日
時
　
李
杜
　
争
ひ
て
横
行
し

麒
麟
鳳
凰
世
所
驚
　
　
麒
麟
　
鳳
凰
　
世
の
驚
く
所
と
な
る

二
物
非
能
致
太
平
　
　
一
一物
　
能
く
太
平
を
致
す
に
非
ず

須
時
太
平
然
後
生
　
　
時
の
太
平
な
る
を
須
ち
　
然
る
後
に
生
ず

開
元
天
賓
物
盛
極
　
　
開
元
　
天
賓
　
物
の
盛
ん
な
る
極
み

自
此
中
原
疲
戦
争
　
　
此
れ
よ
り
中
原
　
戦
争
に
疲
る

英
雄
白
骨
化
黄
土
　
　
英
雄
の
自
骨
　
黄
土
と
化
し

富
貴
何
止
浮
雲
軽
　
　
富
貴
　
何
ぞ
止
だ
浮
雲
の
軽
き
が
ご
と
き
の
み
な
る
や

唯
有
文
章
爛
日
星
　
　
唯
だ
文
章
の
爛
き
て
日
星
の
ご
と
き
有
り

氣
凌
山
岳
常
曙
喋
　
　
氣
　
山
岳
を
凌
ぎ
　
常
に
呼
礫
た
る
の
み

賢
愚
自
古
皆
共
蓋
　
　
賢
愚
　
古
よ
り
　
皆
な
共
に
蓋
き

突
死
空
留
後
世
名
　
　
突
死
と
し
て
空
し
く
後
世
に
名
を
留
む

こ
こ
で
は
ま
ず
、
李
白

・
杜
甫
が
そ
の
桁
外
れ
の
力
量
を
競
う
よ
う
に
発
揮
し
た

こ
と
を
、
「横
行
」
（無
茶
を
し
て
暴
れ
ま
わ
る
）
と
表
現
し
、
さ
ら
に
両
者
を
併
称
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し
て
麒
麟
と
鳳
凰
に
喩
え
て
い
る
が
、
麒
麟

・
鳳
凰
の
出
現
が
太
平
将
来
の
瑞
祥
で

あ
る
の
に
対
し
て
、
彼
ら
は
大
平
の
世
の
中
か
ら
生
み
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い

う
相
違
点
を
指
摘
す
る
。
ま
た
さ
ら
に
李

・
杜
の
文
学
を
高
揚
し
爛
熟
し
た
文
化
の

精
華
と
し
て
位
置
づ
け
、
そ
う
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
そ
の
後
の
動
乱
期
に
お
い
て
も
、

太
陽
や
星
の
よ
う
な
輝
き
や
山
岳
を
も
凌
駕
す
る
ほ
ど
の

「気
」
を
発
し
て
、
名
声

を
保
持
し
得
た
の
だ
と
考
え
て
い
る
。

次
に
、
李
白
と
杜
甫
の
詩
風
の
違
い
に
着
目
す
る
例
と
し
て
、
「李
白
杜
甫
詩
優

劣
説
」
（欧
陽
文
忠
公
集
巻

一
百
三
十
九
　
筆
説
）
を
挙
げ
て
み
よ
う
。

「落
日
欲
没
呪
山
西
、
倒
着
接
籠
花
下
迷
。
襄
陽
小
兄
齊
拍
手
、
大
家
争
唱
白

銅
軽
。
」
此
常
言
也
。
至
於

「清
風
明
月
不
用

一
錢
買
、
玉
山
自
倒
非
人
推
」
、

然
後
見
其
横
放
、
其
所
以
警
動
千
古
者
、
固
不
在
此
也
。
杜
甫
於
白
得
其

一
節
、

而
精
強
過
之
、
至
於
天
才
自
放
、
非
甫
可
到
也
。

「落
日
　
没
せ
ん
と
欲
す
　
呪
山
の
西
、
倒
に
接
籠
を
着
け
　
花
下
に
迷
ふ
。

襄
陽
の
小
兄
　
齊
し
く
手
を
拍
ち
、
大
家
　
争
ひ
て
唱
ふ
　
白
銅
軽
。
」
此
れ

常
言
な
り
。
「
清
風
　
明
月

　
一
錢
の
買
ふ
を
用
ひ
ず
、
玉
山
　
自
ら
倒
る
る

は
　
人
の
推
す
に
非
ず
」
に
至
り
、
然
る
後
に
其
の
横
放
を
見
は
す
も
、
其
の

千
古
を
警
動
す
る
所
以
は
、
固
よ
り
此
に
在
ら
ざ
る
な
り
。
杜
甫
は
白
に
於
い

て
其
の

一
節
を
得
、
而
る
に
精
強
な
る
こ
と
之
に
過
ぐ
、
天
才
自
放
た
る
に
至

り
て
は
、
甫
の
到
る
べ
き
に
非
ざ
る
な
り
。

こ
こ
で
の
欧
陽
脩
は
、
李
白

「襄
陽
歌
」
（李
太
白
全
集
巻
七
　
な
お
、
「大
家
」

を

「欄
街
」
に
作
る
。
）
を
引
き
つ
つ
、
そ
の
特
性
と
し
て

「横
放
」
（ほ
し
い
ま
ま
）

を
指
摘
し
、
さ
ら
に
彼
の
詩
作
が
遠
い
後
世
ま
で
も
驚
嘆
さ
せ
動
揺
さ
せ
る
理
由
は
、

そ
れ
だ
け
に
止
ま
る
わ
け
で
は
な
い
と
述
べ
て
い
る
が
、
そ
の
他
の

「所
以
」
に
つ

い
て
は
具
体
的
に
言
及
し
て
い
な
い
。
さ
ら
に
、
杜
甫
に
つ
い
て
は
、
李
自
の
詩
風

の

一
部
分
を
学
び
取
り
、
「精
強
」
（精
錬
さ
れ
た
強
靭
さ
）
と
い
う
点
に
お
い
て
白

を
凌
い
で
い
る
が
、
天
与
の
才
能
を
み
ず
か
ら
思
い
の
ま
ま
に
発
揮
す
る
こ
と
に
お

い
て
は
、
自
の
水
準
に
到
達
で
き
な
い
と
述

べ
て
い
る
。
欧
陽
脩
は
、
精
錬
さ
れ
た

強
靭
さ
を
持

つ
杜
甫
詩
を
高
く
し
て
は
い
る
の
だ
が
、
よ
り
彼
の
個
人
的
な
好
み
に

合

っ
た
の
は
、
天
賦
の
才
の
自
由
な
発
露
を
感
じ
さ
せ
る
李
自
の
作
品
の
ほ
う
で
あ

っ

た
の
だ
ろ
う
。

欧
陽
脩
が
李
白
の
詩
作
や
人
と
な
り
に
つ
い
て
言
及
し
た
資
料
は
多
い
と
は
言
え

な
い
が
、
そ
の
な
か
に
、
「太
白
戯
聖
愈
」
（太
白
　
聖
金
に
戯
る
）
（居
士
集
巻
五
）

が
あ
る
。
『
四
部
叢
刊
』
本
テ
ク
ス
ト
の
こ
の
詩
の
題
下
に
は
、
ヨ

作

『
讀
李
白
集

効
其
腔
』
。
」
２

に

『
李
白
集
を
讀
み
て
其
の
性
に
効
ふ
』
に
作
る
。
）
と
い
う
注
が

付
さ
れ
て
い
る
の
だ
が
、
詩
の
な
か
で
詩
句
の
表
現
を
踏
ま
え
つ
つ
李
自
の
生
涯
を

辿

っ
て
お
り
、
欧
陽
脩
が
李
白
と
い
う
詩
人
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
た
の
か
を
検

討
す
る
た
め
の
資
料
と
な
り
得
る
も
の
で
あ
る
。
全
二
十
句
か
ら
な
る
本
文
中
に
コ

ラ
ー
ジ

ュ
す
る
よ
う
に
散
り
ば
め
ら
れ
た
詩
句
は
、
大
半
が
李
自
の
も
の
だ
が
、
そ

の
他
に
杜
甫
や
白
居
易
の
詩
句
を
意
識
し
た
と
思
わ
れ
る
も
の
も
含
ん
で
い
る
。
以

下
で
は
、
踏
ま
え
ら
れ
て
い
る
詩
句
を
確
認
し
つ
つ
、
こ
の
詩
全
体
の
内
容
を
概
観

し
た
い
。
や
や
長
編
の
詩
な
の
で
、
換
韻
箇
所
で
区
切

っ
て
見
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

開
元
無
事
二
十
年
　
　
開
元
　
事
無
き
こ
と
二
十
年

五
兵
不
用
太
白
閑
　
　
五
兵
　
用
ひ
ら
れ
ず
　
太
白
は
閑
か
な
り

太
白
之
精
下
人
間
　
　
太
自
の
精
　
人
間
に
下
る

冒
頭
部
分
。
押
韻
は

「
閑
」
「
間
」
が
い
ず
れ
も

『
平
水
韻
』
上
平
啓
十
五
側
。

唐
玄
宗
開
元
年
間

（七

一
三
～
七
四

一
）
に
は
二
十
年
間
平
和
な
状
態
が
続
き
、
矛

・

戟

・
弓

・
剣

・
文
と
い
う
五
種
の
兵
器
が
用
い
ら
れ
る
戦
争
が
起
こ
る
こ
と
も
な
く
、

殺
伐
を
司
る
と
さ
れ
る
太
自
星

（金
星
）
も
、
静
か
に
落
ち
着
い
て
い
た
と
い
う
。

こ
こ
で
は
ま
だ
李
自
の
名
は
挙
げ
ず
、
太
白
星
の
精
が
人
間
界
に
下

っ
た
と
だ
け
述

べ
て
い
る
が
、
こ
れ
は

『
新
唐
書
』
巻
三
百
三
文
苑
博

「李
白
」
（中
華
書
局
本
）

三
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に
も
収
め
ら
れ
る
、
「白
之
生
、
母
夢
長
庚
星
、
因
以
命
之
。
」
（自
の
生
ま
る
る
や
、

母
長
庚
星
を
夢
む
、
因
り
て
以
て
之
に
命
く
。
）
と
い
う
、
李
自
の
出
生
を
神
秘
的

に
伝
説
化
す
る
逸
話

（『奮
唐
書
』
は
こ
の
記
事
を
収
め
な
い
。
）
に
基
づ
く
も
の
で

あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
よ
り
早
い
時
期
の
同
様
の
表
現
の
例
と
し
て
、

陳
新
氏

・
杜
維
沫
氏

『
欧
陽
修
選
集
』
（古
典
文
學
名
家
選
集
　
上
海
古
籍
出
版
社

一
九
八
六
年
）
百
五
十
二
～
百
五
十
四
頁
の
こ
の
詩
の
注
は
、
唐

・
装
敬

「翰
林

學
士
李
公
墓
碑
」
（李
太
白
全
集
巻
三
十

一
）
の

「
或
日
、
太
白
之
精
下
降
、
故
字

太
白
。
」
（或
ひ
と
曰
く
、
太
自
の
精
　
下
降
す
、
故
に
太
白
と
字
す
。
）
を
指
摘
さ

れ
て
い
る
。

李
白
高
歌
蜀
道
難
　
　
李
白
　
一局
歌
す
　
蜀
道
難

蜀
道
之
難
難
於
上
青
天
　
　
蜀
道
の
難
き
は
青
天
に
上
る
よ
り
も
難
し

李
白
落
筆
生
雲
煙
　
　
李
白
　
落
筆
す
る
に
雲
煙
を
生
ず

千
奇
萬
険
不
可
攀
　
　
千
奇
　
萬
瞼
　
攀
づ
る
べ
か
ら
ざ
る
に

却
視
蜀
道
猶
平
川
　
　
却

つ
て
蜀
道
を
視
る
こ
と
猶
ほ
平
川
の
ご
と
し

・

第
四
句
か
ら
第
八
句
。
押
韻
は

「
天
」
「煙
」
「
川
」
が

『
平
水
韻
』
下
平
啓

一
先
。

「
難
」
は
上
平
啓
十
四
寒
、
「攀
」
は
上
平
啓
十
五
側
。
こ
こ
で
は

「李
白
」
と
い
う

名
を
三
度
登
場
さ
せ
、
彼
の
名
声
を
高
め
る
契
機
と
な

っ
た

「蜀
道
難
」
に
つ
い
て

述

べ
る
。
「
蜀
道
難
」
に
つ
い
て
は
、
唐

・
孟
榮

『
本
事
詩
』
「高
逸
」
等
に
記
さ
れ

る
、
当
時
の
文
壇
の
中
心
人
物
で
あ

っ
た
賀
知
章
が
こ
の
作
品
を
高
く
評
価
し
て

「
請
仙
人
」
と
賞
賛
し
た
こ
と
に
よ

っ
て
、
李
自
の
名
声
が
高
ま

っ
た
と
い
う
逸
話

が
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
そ
れ
に
は
直
接
触
れ
ず
に
作
品
の
冒
頭
部
分

を
そ
の
ま
ま
引
用
し
、
続
い
て
そ
れ
を
書
く
筆
の
飛
ぶ
よ
う
な
勢
い
に
言
及
す
る
。

「落
筆
生
雲
煙
」
は
、
杜
甫

「飲
中
八
仙
歌
」
（杜
詩
詳
註
巻
三
　
中
華
書
局
　
中
國

古
典
文
學
基
本
叢
書
　
一
九
八
九
年
第
二
版
）
で
草
書
家
の
張
旭
に
つ
い
て
述
べ
る
、

「
張
旭
二
杯
草
聖
博
。
脱
帽
露
頂
王
公
前
、
揮
豪
落
紙
如
雲
煙
。
」
（張
旭
　
一二
杯

三

草
聖
博

へ
、
脱
帽
し
頂
を
露
は
す
　
王
公
の
前
。
豪
を
揮
ひ
紙
に
落
と
す
に
雲
煙
の

如
し
。
）
に
類
似
し
て
お
り
、
こ
れ
を
意
識
し
た
も
の
か
と
思
わ
れ
る
が
、
杜
甫
と

欧
陽
脩
の
詩
句
は
い
ず
れ
も
、
高
度
な
芸
術
的
表
現
が
生
み
出
さ
れ
る
時
の
尋
常
を

逸
脱
し
た
迫
力
と
ス
ピ
ー
ド
感
を
表
現
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
た
だ
、
こ
の

部
分
の
最
後
の
第
七

・
八
句
の
、
「
千
奇
　
萬
険
　
攀
づ
る
べ
か
ら
ざ
る
に
、
却

つ

て
蜀
道
を
視
る
こ
と
猶
ほ
平
川
の
ご
と
し
。
」
と
い
う
表
現
は
、
李
白
の

「
蜀
道
難
」

（李
太
白
全
集
巻
三
）
の
表
現
に
沿
う
も
の
で
は
な
く
、
「
蜀
道
難
」
の
末
尾
で
は
、

「
蜀
道
之
難
、
難
於
上
青
天
」
を
再
度
繰
り
返
し
、
さ
ら
に

「
側
身
西
望
長
各
嵯
」

（身
を
側
だ
て
て
西
望
し
長
く
杏
嵯
す
。
）
と
、
西
方

へ
続
く
険
し
い
道
を
振
り
返

っ

て
深
い
た
め
息
を

つ
い
て
い
る
。

宮
娃
扶
末
白
已
酢
　
　
宮
娃
　
扶
け
末
た
る
に
　
自
　
己
に
酢
ひ

酢
裏
詩
成
醒
不
記
　
　
酢
裏
に
詩
成
り
　
醒
む
れ
ば
記

へ
ず

第
九
句

「酢
」

・
第
十
句

「記
」
は
い
ず
れ
も
去
啓
四
寅
。
翰
林
供
奉
と
し
て
玄
宗

の
宮
中
に
仕
え
た
頃
の
、
天
衣
無
縫
の
詩
人
と
し
て
の
李
白
を
描
く
。
陳
氏

ｏ
杜
氏

が
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
『新
唐
書
』
巻
三
百
三
李
白
停
の
、

帝
坐
沈
香
亭
子
、
意
有
所
感
、
欲
得
白
篤
柴
章
。
召
入
、
而
白
已
酢
。
左
右
以

水
類
面
、
稽
解
、
援
筆
成
文
、
婉
麗
精
切
、
無
留
思
。

帝
　
沈
香
亭
子
に
坐
し
、
意
に
感
ず
る
所
有
り
、
白
を
得
て
柴
章
を
篤
さ
し
め

ん
と
欲
す
。
召
し
入
る
、
而
る
に
白
は
己
に
酢

へ
り
。
左
右
　
水
を
以
て
面
を

類
ふ
に
、
稽
く
解
け
、
筆
を
援
し
て
文
を
成
す
に
、
婉
麗
精
切
に
し
て
、
留
思

無
し
。

等
の
逸
話
を
踏
ま
え
る
と
思
わ
れ
る
。

忽
然
乗
興
登
名
山
　
　
忽
然
と
し
て
興
に
乗
じ
て
名
山
に
登
る
に

龍
咆
虎
哺
松
風
寒
　
　
龍
咆
え
　
虎
哺
き
　
松
風
寒
し

山
頭
婆
娑
弄
明
月
　
　
山
頭
　
婆
娑
と
し
て
明
月
を
弄
び
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九
域
塵
土
悲
人
簑
　
　
九
域
　
塵
土
に
し
て
　
人
簑
を
悲
じ
む

第
十

一
～
十
四
句
。
『
平
水
韻
』
で
は

「
山
」
〓
置

が
上
平
啓
十
五
側
、
「寒
」
が

上
平
鷲
十
四
寒
。
超
俗
の
隠
逸
者
と
し
て
、
名
山
に
遊
び
月
を
愛
で
る
李
白
を
描
く
。

こ
の
部
分
の
踏
ま
え
る
李
白
詩
の
表
現
と
し
て
、
陳
氏

・
杜
氏
は
、
ま
ず
第
十

一
・

十
二
句
に
つ
い
て
、
李
白

「夢
瀞
天
姥
吟
留
別
」
（李
太
白
全
集
巻
十
五
）
の
、
「熊

咆
龍
吟
殷
巖
泉
、
慄
深
林
分
驚
層
顛
、
…
且
放
白
鹿
青
崖
間
、
須
行
即
騎
訪
名
山
。
」

（熊
咆
え
龍
吟
じ
て
巖
泉
を
殷
ん
に
し
、
深
林
に
慄
え
て
層
贔
に
驚
く
、
…
且
く
白

鹿
を
青
崖
の
間
に
放
ち
、
須
ら
く
行
き
て
騎
に
即
き
て
名
山
を
訪
ぬ
る
べ
し
。
）
を

挙
げ
、
ま
た
第
十
二

・
十
四
句
に
つ
い
て
は
、
「古
風
五
十
九
首
」
其
十
九

（同
巻

二
）
の
、
「
西
上
蓮
花
山
、
運
週
見
明
星
。
…
俯
視
洛
陽
川
、
茫
茫
走
胡
兵
。
流
血

塗
野
草
、
多
狼
蓋
冠
緩
。
」
（西
の
か
た
蓮
花
山
に
上
り
、
週
週
と
し
て
明
星
を
見
る
。

…
俯
き
て
洛
陽
の
川
を
視
る
に
、
茫
茫
と
し
て
胡
兵
を
走
ら
す
。
流
血
　
野
草
に
塗

し
、
村
狼
　
冠
緩
を
蓋
す
。
）
を
挙
げ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
、
名
山
に
登

っ
て
龍
を
含
む

恐
ろ
し
げ
な
動
物
の
咆
嘩
を
耳
に
す
る
、
ま
た
高
山
の
頂
で
月
ゃ
星
を
仰
ぎ
、
か
つ

俯
い
て
荒
廃
し
た
地
上
の
世
界
を
悲
じ
む
と
い
う
内
容
で
あ
り
、
欧
陽
脩
の
踏
ま
え

る
と
こ
ろ
と
な

っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
第
十
四
句
の
、
こ
の
世
な
ら
ぬ
場

所
か
ら

「人
簑
」
の

「塵
土
」
を
下
方
に
眺
め
る
と
い
う
表
現
は
、
白
居
易

「長
恨

歌
」
（白
居
易
集
箋
校
巻
十
二
）

の

「
回
頭
下
望
人
簑
虎
、
不
見
長
安
見
塵
霧
。
」

（頭
を
回
ら
し
下
に
人
簑
の
虎
を
望
む
に
、
長
安
は
見
え
ず
し
て
塵
霧
を
見
る
。
）
と

も
類
似
す
る
。

吹
笙
飲
酒
紫
陽
家
　
　
笙
を
吹
き
　
酒
を
飲
む
　
紫
陽
の
家

紫
陽
真
人
駕
雲
車
　
　
紫
陽
真
人
　
雲
車
に
駕
す

空
山
流
水
空
流
花
　
　
空
山
　
流
水
　
空
し
く
花
を
流
し

瓢
然
巳
去
凌
青
霞
　
　
瓢
然
と
し
て
已
に
去
り
　
土円
霞
を
凌
ぐ

第
十
五
～
十
八
句
。
「家
」
「車
」
「花
」
「霞
」
は
い
ず
れ
も

『
平
水
韻
』
下
平
啓
六

麻
。
紫
陽
山
人
の
住
ま
い
で
く

つ
ろ
ぎ
、
仙
界
に
親
じ
む
李
自
の
様
子
を
描
く
。
陳

氏

ｏ
杜
氏
は
紫
陽
山
人
の
登
場
す
る
第
十
五

ｏ
十
六
句
に
つ
い
て
、
李
白

「憶
奮
遊

寄
詐
郡
元
参
軍
」
（李
太
白
全
集
巻
十
三
）
「紫
陽
之
員
人
、
逆
我
吹
玉
笙
。
…
我
酢

横
睡
枕
其
股
。
」
（紫
陽
の
員
人
、
我
を
遂

へ
て
玉
笙
を
吹
く
。
…
我
酢
ひ
て
横
た
は

り
て
睡
る
に
其
の
股
に
枕
す
。
）
、
及
び
同

「
漢
東
紫
陽
先
生
碑
銘
」
（同
巻
三
十
）

の
、
「
予
典
紫
陽
神
交
、
飽
燎
素
論
、
十
得
其
九
。
…
賢
哉
仙
士
、
六
十
而
化
。
光

光
紫
陽
、
善
典
時
而
篤
龍
蛇
。
固
亦
以
生
死
篤
豊
夜
。
」
（予
は
紫
陽
と
神
交
あ
り
、

素
論
を
飽
始
し
、
十
に
其
の
九
を
得
。
…
賢
き
か
な
仙
士
、
六
十
に
し
て
化
す
。
光

光
た
る
紫
陽
、
善
く
時
と
共
に
し
て
龍
蛇
と
篤
る
。
固
よ
り
ま
た
生
死
を
以
て
書
夜

と
篤
す
。
）
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
欧
陽
脩
の
詩
の

「
吹
笙
飲
酒
」
等
は
、
直
接
に

は
前
者
の
表
現
を
意
識
し
た
も
の
だ
ろ
う
が
、
さ
ら
に
言
え
ば
、
こ
の
紫
陽
山
人
と

李
白
と
を
同

一
化
し
よ
う
と
す
る
傾
向
に
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
第

十
七

・
十
八
句
に
つ
い
て
は
、
両
氏
は
特
に
指
摘
さ
れ
て
い
な
い
の
だ
が
、
よ
く
知

ら
れ
た

「山
中
間
答
」
（同
巻
十
九
）
の
、
「問
余
何
意
棲
碧
山
、
笑
而
不
答
心
自
閑
。

桃
花
流
水
省
然
去
、
別
有
天
地
非
人
間
。
」
（余
に
問
ふ
　
何
の
意
あ
り
て
碧
山
に
棲

む
か
と
、
笑
ひ
て
答

へ
ず
　
心
は
自
ら
閑
か
な
り
。
　

桃
花
　
水
に
流
れ
　
省
然
と

し
て
去
り
、
別
に
天
地
の
人
間
に
非
ざ
る
有
り
。
）
を
踏
ま
え
、
李
白
自
身
の
中
で

の
自
問
自
答
を
描
い
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
こ
の
詩
で
は
こ
こ
ま
で
、　
一
部
に
杜
甫
や
白
居
易
の
詩
句
を
意
識

し
た
も
の
も
含
ん
で
い
る
も
の
の
、
そ
の
他
は
概
ね
李
自
の
諸
々
の
作
品
の
表
現
を

集
め
、
そ
れ
ら
を
も
と
に
李
自
の
人
物
像
を
組
み
立
て
、
描
き
出
そ
う
と
し
て
い
た
。

そ
れ
ら
は
、
太
白
星
の
精
気
を
受
け
た
神
秘
的
な
出
生
、
そ
の
名
声
を
高
め
る
契
機

と
な

っ
た

「
蜀
道
難
」
の
持

つ
尋
常
を
逸
脱
し
た
迫
力
と
ス
ピ
ー
ド
感
、
玄
宗
の
宮

廷
で
の
天
衣
無
縫
の
振
る
舞
い
、
と
い
う
よ
う
に
彼
の
経
歴
を
辿

っ
た
伝
記
的
な
記

述
と
な

っ
て
い
る
が
、
そ
の

一
方
で
、
永
王
燐
の
軍
に
参
加
し
て
夜
郎

へ
流
さ
れ
る
、

量
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ま
た
流
浪
の
中
で
死
去
す
る
と
い
っ
た
晩
年
の
経
歴
に
は
触
れ
ず
、
名
山
に
遊
び
月

を
愛
で
、

つ
い
に
は
仙
人
の
域
に
近
づ
く
超
俗
の
人
物
と
し
て
の
李
白
を
描
い
て
い

る
。
こ
の
詩
の
内
容
か
ら
は
、
欧
陽
脩
が
、
李
白
と
い
う
人
物
の
天
衣
無
縫
の
才
能

や
神
秘
性
、
ま
た
超
俗
の
存
在
と
し
て
の
属
性
に
、
特
に
関
心
を
寄
せ
て
い
る
こ
と

が
捉
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
欧
陽
脩
本
人
が
、
苦
学
し
て
科
挙
に
合
格
し
た
後
、
官
僚

の
世
界
で
浮
沈
を
経
験
し

つ
つ
生
き
て
参
知
政
事
に
ま
で
栄
達
し
、
年
老
い
て
引
退

し
た
と
い
う
、
常
に
現
実
の
社
会
や
制
度
の
な
か
に
在
り
続
け
る
生
涯
を
送

っ
た
人

で
あ
る
こ
と
を
思
う
と
、
こ
の
よ
う
に
李
自
の
天
衣
無
縫
の
才
能
や
神
秘
性
、
ま
た

超
俗
の
存
在
と
し
て
の
属
性
を
特
に
好
む
の
は
奇
妙
な
こ
と
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
か

も
し
れ
な
い
が
、
む
し
ろ
常
に
官
僚
と
し
て
の
人
生
を
生
き
た
人
だ
か
ら
こ
そ
、
李

白
と
い
う
人
物
の
そ
う
い
っ
た
側
面
に
憧
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

こ
の
詩
に
は
、
最
後
に
あ
と
二
句
が
続
い
て
い
る
。

下
看
匡
匡
郊
典
島
　
　
下
に
看
る
　
Ｅ
Ｅ
た
る
郊
と
島
と
の

螢
飛
露
瀑
吟
秋
草
　
　
螢
飛
び
　
露
瀑
り
　
秋
草
を
吟
ず
る
を

「島
」
「草
」
は
い
ず
れ
も

『
平
水
韻
』
上
啓
十
九
皓
。
先
の
第
十
八
句

「
瓢
然
巳

去
凌
青
霞
」
と
い
う
状
態
に
あ
る
李
白
か
ら
見
た
、
後
世
、
中
唐
期
の
孟
郊

・
賣
島

の
詩
作
す
る
姿
を
描
く
。
い
ず
れ
も
韓
愈
の
門
人
で
あ
り
、
い
わ
ゆ
る

「郊
寒
島
痩
」

で
知
ら
れ
る
孟
郊

・
賣
島
は
、
こ
こ
で
は
李
自
の
詩
風
を
特
徴
付
け
る
た
め
に
、
全

く
対
照
的
な
詩
風
の
詩
人
と
し
て
持
ち
出
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
陳
氏

・
杜

氏
の
注
は
、
南
宋
末
期
の
厳
羽

『
治
浪
詩
話
』
（歴
代
詩
話
本
）
の

「李
杜
敷
公
、

如
金
鶏
撃
海
、
香
象
渡
海
、
下
視
郊

・
島
輩
、
直
贔
吟
草
間
耳
。
」
（李
杜
数
公
、
金

鶏
の
海
を
撃
き
、
香
象
の
海
を
渡
る
が
如
く
、
下
に
郊

・
島
の
輩
の
、
直
に
草
間
に

墨
吟
す
る
を
視
る
の
み
。
）
を
挙
げ
、
こ
の
詩
の
表
現
す
る
欧
陽
脩
の
対
李
白
評
価

が
、
後
世
の
盛
唐
詩
に
対
す
る
高
い
評
価
に
与
え
た
影
響
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

云

〓
一　

視
線

の
相
違

前
章
で
挙
げ
た
欧
陽
脩

「太
白
戯
聖
念
」
詩
は
、
①
太
白
星
の
精
気
を
受
け
た
神

秘
的
な
出
生
、
②
そ
の
名
声
を
高
め
る
契
機
と
な

っ
た

「蜀
道
難
」
の
持

つ
尋
常
を

逸
脱
し
た
迫
力
と
ス
ピ
ー
ド
感
、
③
玄
宗
の
宮
廷
で
の
天
衣
無
縫
の
振
る
舞
い
、
と

い
う
よ
う
に
李
自
の
経
歴
を
辿

っ
て
伝
記
的
に
記
述
し
て
は
い
た
が
、
④
晩
年
の
永

王
隣
の
軍

へ
の
参
加
と
夜
郎

へ
の
流
罪
、
ま
た
⑤
流
浪
の
中
で
の
死
と
い
っ
た
経
歴

に
触
れ
る
こ
と
は
な
く
、
李
白
を
名
山
に
遊
び
月
を
愛
で
、

つ
い
に
は
仙
人
の
域
に

近
づ
く
超
俗
の
人
物
と
し
て
描
こ
う
と
し
て
い
た
。
そ
こ
で
次
に
は
、
李
白
を
こ
の

よ
う
に
描
く
こ
と
が
当
時
の
言
説
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
か
を

考
え
て
み
た
い
。

李
自
の
伝
記
資
料
と
し
て
ま
ず
挙
げ
る
べ
き
は
、
劉
均
等

『奮
唐
書
』
巻

一
百
九

十
下
文
苑
停
下

・

『
新
唐
書
』
巻
三
百
三
文
藝
博
中
に
収
め
ら
れ
た
博
で
あ
り
、
こ

れ
ら
の
描
く
李
白
像
に
つ
い
て
整
理
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
と
り
わ
け
北

宋
仁
宗
期
に
完
成
し
た

『新
唐
書
』
の
編
修
に
お
い
て
は
、
欧
陽
脩
も
中
心
的
な
役

割
を
担

っ
て
い
る
。
（停
の
部
分
の
執
筆
を
担
当
し
た
の
は
宋
祁
と
さ
れ
る
。
）
）ア
」

で
は
、
既
に
見
た
欧
陽
脩

「太
白
戯
聖
愈
」
詩
で
挙
げ
ら
れ
て
い
た
①
～
③
、
及
び

挙
げ
ら
れ
て
い
な
か

っ
た
④
⑤
の
点
に
つ
い
て
、
二
つ
の
正
史
の
伝
の
記
述
と
照
ら

し
合
わ
せ
、
そ
の
視
点
の
違
い
を
提
え
た
い
。

①
　
太
白
星
の
精
気
を
受
け
た
神
秘
的
な
出
生

前
章
で
も
触
れ
た
よ
う
に
、
『
奮
唐
書
』
は
こ
の
点
に
言
及
し
て
お
ら
ず
、
通
常

の
伝
記
の
体
裁
を
踏
襲
し
て
、
「李
白
、
字
太
白
、
山
東
人
。
」
（李
白
、
字
は
大
白
、

山
束
の
人
な
り
。
）
と
、
諄

・
字

・
本
貫
を
記
す
の
み
で
あ
る
。　
一
方
、
『新
唐
書
』

は
、
「李
白
字
太
白
、
興
聖
皇
帝
九
世
孫
。
其
先
、
隋
末
以
罪
徒
西
域
、
神
龍
初
、
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遁
還
、
客
巴
西
。
白
之
生
、
母
夢
長
庚
星
、
因
以
命
之
。
」
（李
白
　
字
は
太
白
、
興

聖
皇
帝
九
世
の
孫
な
り
。
其
の
先
、
隋
末
に
罪
を
以
て
西
域
に
徒
り
、
神
龍
初
め
、

遁
れ
還
り
、
巴
西
に
客
た
り
。
自
の
生
ま
る
る
や
、
母
　
長
庚
星
を
夢
む
、
因
り
て

以
て
之
に
命
づ
く
。
）
と
い
う
よ
う
に
、
諄

・
字
と
い
っ
た
基
本
的
な
情
報
に
加
え
、

過
去
の
帝
王
か
ら
続
く
血
統
、
先
祖
の
移
動
の
様
子
、
山
東
で
は
な
い
巴
西
で
の
出

生
を
記
し
、
半
ば
伝
説
的
な
要
素
も
取
り
込
み
つ
つ
李
白
と
い
う
人
物
の
特
異
性
を

強
調
し
て
い
る
。
神
秘
的
な
出
生
に
つ
い
て
の
話
は
、
こ
れ
を
受
け
て
提
示
さ
れ
て

い
る
の
で
あ
り
、
李
自
の
特
異
性

・
神
秘
性
を
強
調
す
る
要
素
の
ひ
と

つ
と
な

っ
て

い
る
と
言
え
よ
う
。

②
　
「
蜀
道
難
」
の
持
つ
尋
常
を
逸
脱
し
た
迫
力
と
ス
ピ
ー
ド
感

『
奮
唐
書
』
で
は
、
伝
の
後
半
部
で

「
衣
宮
錦
抱
」
の
逸
話

（後
述
参
照
。
）
に

触
れ
た
後
、
「
初
賀
知
章
見
白
、
賞
之
日
、
「
此
天
上
諦
仙
人
也
。
」
」
（初
め
賀
知
章

白
を
見
、
之
を
賞
し
て
曰
く
、
「此
れ
天
上
の
請
仙
人
な
り
」
と
。
）
と
記
し
て
、

時
系
列
か
ら
離
れ
た
賀
知
章
に
よ
る
人
物
評
と
し
て
扱

っ
て
い
る
が
、
『
新
唐
書
』

で
は
、
時
系
列
中
に
配
置
し
、
「
故
白
亦
至
長
安
。
往
見
賀
知
章
、
知
章
見
其
文
、

嘆
日
、
『
子
、
誦
仙
人
也
。
』
」
（故
に
白
は
ま
た
長
安
に
至
る
。
往
き
て
賀
知
章
に
見

え
、
知
章
　
其
の
文
を
見
、
嘆
じ
て
曰
く
、
「
子
、
請
仙
人
な
り
」
と
。
）
と
、
か
つ

賀
知
章
が
賞
賛
し
た
対
象
を
文
章
と
し
て
、
そ
の
結
果
、
賀
知
章
に
よ

っ
て
玄
宗
に

推
挙
さ
れ
、

つ
い
に
翰
林
供
奉
の
職
を
得
る
に
至

っ
た
と
し
て
い
る
。
し
か
し

『新

唐
書
』
も
、
「
蜀
道
難
」
と
い
う
作
品
名
と
そ
の
内
容
に
は
言
及
し
て
お
ら
ず
、
欧

陽
脩
の
詩
が
、
「
蜀
道
難
」
の
文
学
作
品
と
し
て
の
尋
常
を
逸
脱
し
た
迫
力
と
ス
ピ
ー

ド
感
に
強
い
関
心
を
寄
せ
る
の
と
は
異
な

っ
て
い
る
。

③
　
玄
宗
の
宮
廷
で
の
天
衣
無
縫
の
振
る
舞
い

玄
宗
宮
廷
で
の
李
自
の
振
る
舞
い
に
つ
い
て
、
『
奮
唐
書
』
は
、
「白
既
嗜
酒
、
日

典
飲
徒
酔
於
酒
卑
。
玄
宗
度
曲
、
欲
造
柴
府
新
詞
、
五
召
白
、
自
已
臥
於
酒
卑
央
。

召
入
、
以
水
濯
面
、
即
令
乗
筆
。
頃
之
成
十
餘
章
、
帝
頗
嘉
之
。
」
（白
　
既
に
酒
を

嗜
み
、
日
び
に
飲
徒
と
共
に
酒
卑
に
酔
ふ
。
玄
宗
　
曲
を
度
し
て
、
柴
府
新
詞
を
造

ら
ん
と
欲
し
、
五
か
に
白
を
召
す
に
、
白
　
已
に
酒
卑
に
臥
す
。
召
し
入
れ
、
水
を

以
て
面
に
涯
ぎ
、
即
ち
筆
を
乗
ら
し
む
。
之
を
頃
く
し
て
十
餘
章
を
成
し
、
帝
　
頗

る
之
を
嘉
す
。
）
と
記
し
、
い
く
ら
か
の
文
字
や
表
現
の
異
同
は
あ
る
も
の
の

『
新

唐
書
』
も
ほ
ぼ
同
じ
内
容
を
記
す
。
ま
た
、
泥
酔
し
て
高
力
士
に
靴
を
脱
が
せ
る
と

い
う
よ
く
知
ら
れ
た
逸
話
を
、
『奮
唐
書
』
で
は
、
「嘗
況
酔
殿
上
、
引
足
令
高
力
士

脱
靴
、
由
是
斥
去
。
」
（嘗
て
殿
上
に
況
酢
し
、
足
を
引
き
て
高
力
士
を
し
て
靴
を
脱

が
じ
め
、
是
に
由
り
て
斥
去
せ
ら
る
。
）
と
い
う
よ
う
に
、
宮
廷
か
ら
放
逐
さ
れ
た

原
因
と
し
て
記
す
が
、
『新
唐
書
』
は
、
「白
嘗
侍
帝
、
酢
、
使
高
力
士
脱
靴
。
力
士

素
貴
、
恥
之
、
樋
其
詩
以
激
楊
貴
妃
。
帝
欲
官
白
、
妃
朝
温
止
。
」
（白
　
嘗
て
帝
に

侍
り
、
酢
ひ
、
高
力
士
を
し
て
靴
を
脱
が
し
む
。
力
士
　
素
と
貴
に
し
て
、
之
を
恥

ぢ
、
其
の
詩
を
樋
し
て
以
て
楊
貴
妃
を
激
す
。
帝
　
白
を
官
せ
ん
と
欲
す
る
に
、
妃

輛
く
温
止
す
。
）
と
、
憤
激
し
た
楊
貴
妃
が
任
官
を
阻
止
し
た
こ
と
な
ど
の
記
述
を

加
え
る
。
さ
ら
に
、
「
白
自
知
不
篤
親
近
所
容
、
益
驚
放
不
自
脩
、
」
（白
　
自
ら
親

近
の
容
る
る
所
と
篤
ら
ざ
る
を
知
り
、
益
ま
す
贅
放
に
し
て
自
ら
脩
め
ず
、
）
と
、

李
白
が
次
第
に
周
囲
と
の
岨
齢
を
自
覚
し
て
行
動
を
エ
ス
カ
レ
ー
ト
さ
せ
て
い
く
様

子
を
述
べ
、
李
自
の
辞
職
を
自
ら
求
め
た
も
の
と
し
て
お
り
、
玄
宗
宮
廷
で
の
自
覚

的
な
不
適
応
状
態
を
よ
り
強
調
す
る
表
現
に
な

っ
て
い
る
。
ま
た
李
白
が

「酒
八
仙

人
」
の

一
人
で
あ
る
こ
と
に
言
及
す
る
が
、
こ
れ
は
杜
甫

「
飲
中
八
仙
歌
」
（杜
詩

詳
註
巻
二
）
等
に
基
づ
く
も
の
だ
ろ
う
。

量
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④
　
晩
年
の
永
王
琲
の
軍
へ
の
参
加
と
夜
郎

へ
の
流
罪

『奮
唐
書
』
は
、
「藤
山
之
乱
、
玄
宗
幸
蜀
（
在
途
以
永
王
燐
篤
江
淮
兵
馬
都
督

・

揚
州
節
度
大
使
。
白
在
宣
州
謁
見
、
遂
辟
篤
従
事
。
永
王
謀
乱
、
兵
破
、
白
坐
長
流

夜
郎
。
」
（藤
山
の
乱
る
る
や
、
玄
宗
　
蜀
に
幸
し
、
途
に
在
り
て
永
王
隣
を
以
て
江

淮
兵
馬
都
督

・
揚
州
節
度
大
使
と
篤
す
。
白
　
一旦
州
に
在
り
て
謁
見
し
、
遂
に
辟
し

て
従
事
と
篤
す
。
永
王
　
乱
を
謀
り
、
兵
破
れ
、
白
　
坐
し
て
長
く
夜
郎
に
流
さ
る
。
）

と
記
し
、
永
王
燐
の
乱
に
加
わ

っ
た
た
め
流
罪
と
な

っ
た
と
説
明
す
る
が
、
『
新
唐

書
』
は
よ
り
詳
細
に
、
「安
禄
山
反
、
轄
側
宿
松

・
匡
慮
間
、
永
王
燐
辟
篤
府
僚
佐
。

燐
起
兵
、
逃
還
彰
澤
。
燐
敗
、
営
誅
。
初
、
白
瀞
丼
州
、
見
郭
子
儀
、
奇
之
。
子
儀

嘗
犯
法
、
白
篤
救
免
。
至
是
子
儀
請
解
官
以
贖
、
有
詔
長
流
夜
郎
。
」
（安
禄
山
反
き
、

轄
側
し
て
松

・
匡
鷹
の
間
に
宿
す
る
に
、
永
王
燐
　
辟
し
て
府
僚
佐
と
篤
す
。
燐

起
兵
す
る
に
、
逃
れ
て
彰
澤
に
還
る
。
燐
敗
れ
、
誅
に
営
た
る
。
初
め
、
白
　
好
州

に
済
び
て
、
郭
子
儀
に
見
え
、
之
を
奇
と
す
。
子
儀
　
嘗
て
法
を
犯
し
、
自
は
救
免

を
篤
す
。
是
に
至
り
て
子
儀
　
官
を
解
き
て
以
て
贖
せ
ん
こ
と
を
請
ひ
、
詔
有
り
て

長
く
夜
郎
に
流
さ
る
。
）
と
述

べ
、
李
白
は
彰
澤
に
逃
れ
て
戦
闘
に
加
わ
ら
な
か

っ

た
が
処
罰
の
対
象
と
な

っ
た
、
ま
た
、
一枚
郎
に
流
さ
れ
た
の
は
郭
子
儀
と
の
い
き
さ

つ
に
よ
る
と
述
べ
る
が
、
こ
れ
は
両
者
が
基
づ
い
た
資
料
の
違
い
に
よ
る
も
の
だ
ろ

う
。
欧
陽
脩
の
詩
が
こ
の
件
に
触
れ
な
い
の
は
、
超
俗
の
詩
人
の
イ
メ
ー
ジ
に
そ
ぐ

わ
ぬ
も
の
と
し
て
回
避
し
た
と
思
わ
れ
る
。

⑤
　
流
浪
の
中
で
の
死

欧
陽
脩
の
詩
で
は
、
李
白
を
名
山
に
遊
び
月
を
愛
で
、

つ
い
に
は
仙
人
の
域
に
近

づ
く
超
俗
の
人
物
と
し
て
描
き
、
流
浪
中
の
態
度
や
そ
の
死
に
つ
い
て
は
特
に
触
れ

て
い
な
か

っ
た
。
『
奮
唐
書
』
は
、
流
浪
中
の
態
度
に
つ
い
て
、
「
乃
浪
述
江
湖
、
終

日
況
飲
。
時
侍
御
史
在
宗
之
誦
官
金
陵
、
典
白
詩
酒
唱
和
。
嘗
月
夜
乗
舟
、
自
采
石

兵

達
金
陵
、
白
衣
宮
錦
抱
、
於
舟
中
顧
謄
笑
倣
、
傍
若
無
人
。
」
（乃
ち
述
を
江
湖
に
浪

し
、
終
日
　
況
飲
す
。
時
に
侍
御
史
在
宗
之
　
金
陵
に
請
官
せ
ら
れ
、
自
と
典
に
詩

酒
唱
和
す
。
嘗
て
月
夜
に
舟
に
乗
じ
、
采
石
よ
り
金
陵
に
達
す
る
に
、
自
　
宮
錦
抱

を
衣
し
、
舟
中
に
於
い
て
顧
謄
笑
倣
す
る
こ
と
、
傍
ら
に
人
無
き
が
若
し
。
）
と
記

し
、
『新
唐
書
』
も
そ
れ
を
踏
襲
し
、
「白
浮
滋
四
方
、
嘗
乗
舟
典
在
宗
之
自
采
石
至

金
陵
、
著
宮
錦
抱
坐
舟
中
、
芳
若
無
人
。
」
（白
　
四
方
を
浮
滋
し
、
嘗
て
舟
に
乗
り

て
在
宗
之
と
共
に
采
石
よ
り
金
陵
に
至
る
に
、
宮
錦
抱
を
著
け
て
舟
中
に
坐
し
、
労

ら
に
人
無
き
が
若
し
。
）
と
記
す
。
か

つ
て
宮
中

で
着
た
錦

の
衣
を
身
に
つ
け
た

「傍
若
無
人
」
な
姿
に
つ
い
て
、
欧
陽
脩
の
詩
が
言
及
し
な
い
の
は
、
や
は
リ
イ
メ
ー

ジ
を
損
な
う
も
の
と
感
じ
た
の
だ
ろ
う
。

李
自
の
死
に
つ
い
て
、
『奮
唐
書
』
は
簡
明
に
、
「後
遇
赦
得
還
、
克
以
飲
酒
過
度
、

酢
死
於
宣
城
。
有
文
集
二
十
巻
、
行
於
時
。
」
（後
に
赦
に
遇
ひ
て
還
る
を
得
、
党
に

酒
を
飲
み
て
度
を
過
ぐ
る
を
以
て
、
酢
ひ
て
宣
城
に
死
す
。
文
集
二
十
巻
有
り
、
時

に
行
は
る
。
）
と
述
べ
て
博
の
全
篇
を
閉
じ
る
が
、
『新
唐
書
』
は
さ
ら
に
詳
細
に
、

「含
赦
、
還
尋
陽
、
坐
事
下
獄
。
時
宋
若
思
将
呉
兵
三
千
赴
河
南
、
道
尋
陽
、
澤
囚

辟
篤
参
謀
、
未
幾
辞
職
。
李
陽
泳
篤
営
塗
令
、
自
依
之
。
代
宗
立
、
以
左
拾
遺
召
、

而
白
已
卒
、
年
六
十
餘
。
白
晩
好
黄
老
、
度
牛
渚
磯
至
姑
執
、
悦
謝
家
青
山
、
欲
終

焉
。
及
卒
、
葬
東
麓
。
」
（赦
に
會
ひ
、
尋
陽
に
還
り
、
事
に
坐
し
て
獄
に
下
る
。
時

に
宋
若
思
　
旦
盆
雀
一千
を
将
ひ
て
河
南
に
赴
き
、
尋
陽
に
道
し
、
囚
を
繹
き
て
辟
し

て
参
謀
と
篤
す
も
、
未
だ
幾
ば
く
な
ら
ず
し
て
職
を
辞
す
。
李
陽
泳
　
営
塗
令
篤
り
、

白
　
之
に
依
る
。
代
宗
立
ち
、
左
拾
遺
を
以
て
召
す
も
、
白
　
已
に
卒
し
、
年
六
十

餘
な
り
。
白
　
晩
く
黄
老
を
好
み
、
牛
渚
磯
を
度
り
て
姑
執
に
至
り
、
謝
家
の
青
山

を
悦
び
、
終
え
ん
と
欲
す
。
卒
す
る
に
及
び
、
東
麓
に
葬
る
。
）
と
、
そ
の
後
の
動

静
を
記
す
。
ま
た

『
新
唐
書
』
は
、
さ
ら
に
後
の
元
和
末
年
に
二
人
の
孫
娘
が
置
か

れ
て
い
た
状
況
、
文
宗
期
に
李
自
の
歌
詩
が
表
長
の
剣
舞
、
張
旭
の
草
書
と
並
ん
で
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「
三
絶
」
と
さ
れ
た
こ
と
に
も
言
及
す
る
。

こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
欧
陽
脩
の
詩
に
描
か
れ
て
い
た
李
自
の
像
は
、
詩
と

い
う
形
式
を
用
い
た
文
学
的
表
現
で
あ
る
か
ら
当
然
と
は
い
え
、
宮
廷
で
の
不
適
応

状
態
の
自
党
や
反
乱
軍

へ
の
参
加
と
流
罪
、
流
浪
の
中
で
の
死
と
い
っ
た

マ
イ
ナ
ス

の
イ
メ
ー
ジ
に
繋
が
る
経
歴
に
は
触
れ
ず
、
神
秘
的
な
出
生
や

「
蜀
道
難
」
の
作
品

と
し
て
の
素
晴
ら
し
さ
と
い
っ
た
、
超
俗
の
詩
人
と
し
て
の
属
性
に
専
ら
焦
点
を
絞

り
、
強
調
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
よ
り
明
ら
か
に
な
る
だ
ろ
う
。
逆
の
方
向
か
ら

言
う
な
ら
ば
、
史
書
に
収
め
ら
れ
た
伝
記
は
、
編
集
者
の
意
図
が
全
く
含
ま
れ
な
い

と
は
言
え
な
い
も
の
の
、
そ
の
よ
う
な
理
想
化
を
取
り
去

っ
た
、　
一
人
の
実
在
の
人

物
と
し
て
の
経
歴
や
人
と
な
り
を
提
え
る
こ
と
を
志
向
し
て
い
る
。
欧
陽
脩
自
身
が
、

『
奮
唐
書
』
所
収
の
伝
、
あ
る
い
は
彼
自
身
も
編
修
に
携
わ

っ
た

『
新
唐
書
』
の
伝

の
内
容
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
感
想
を
持

っ
た
の
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
理
想
化

さ
れ
た
李
白
像
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
直
哉
に
指
摘
し
て
い
る
例
と
し
て
、
前
章
で
李
白

詩
集
の
編
年
化
に
か
か
わ

っ
て
取
り
上
げ
た
曾
撃
の
場
合
を
挙
げ
て
み
よ
う
。
次
に

示
す
の
は
、
そ
の

「
李
太
白
文
集
後
序
」
（李
太
白
全
集
巻
二
十

一
）
の
後
半
、
李

自
の
伝
記
を
記
し
た
部
分
の
末
尾
部
分
で
あ
る
。

『奮
史
』
構
白
山
東
人
、
篤
翰
林
待
詔
、
又
種
永
王
燐
節
度
揚
州
、
白
在
宣
城

謁
見
、
遂
辟
篤
従
事
。
而

『新
書
』
又
種
白
流
夜
郎
、
還
尋
陽
、
坐
事
下
獄
、

宋
若
思
繹
之
者
、
皆
不
合
於
白
之
自
叙
。
蓋
史
誤
也
。
白
之
詩
連
類
引
義
、
雖

中
於
法
度
者
寡
、
然
其
辞
閉
肇
告
偉
、
殆
騒
人
所
不
及
、
近
世
所
未
有
也
。

『
奮
史
』
種
白
有
逸
才
、
志
氣
宏
放
、
瓢
然
有
超
世
之
心
、
余
以
篤
賞
録
。
而

『
新
書
』
不
著
其
語
、
故
録
之
、
使
覧
者
得
詳
焉
。

『奮
史
』
に
種
す
る
に
白
は
山
束
の
人
に
し
て
、
翰
林
待
詔
と
篤
り
、
又
た
永

王
燐
の
揚
州
に
節
度
す
る
に
、
白
は
宣
城
に
在
り
て
謁
見
し
、
遂
に
辟
し
て
従

事
と
篤
す
と
種
す
。
而
も

『新
書
』
は
又
た
構
す
る
に
白
は
夜
郎
に
流
さ
れ
、

尋
陽
に
還
り
、
事
に
坐
し
て
獄
に
下
る
と
、
宋
若
思
の
之
を
繹
す
る
は
、
皆
な

自
の
自
叙
に
合
は
ず
。
蓋
し
史
誤
れ
る
な
り
。
自
の
詩
は
類
を
連
ね
て
義
を
引

き
、
法
度
に
中
る
者
は
寡
じ
と
雖
も
、
然
も
其
の
辞
は
閉
卑
待
偉
に
し
て
、
殆

ん
ど
騒
人
の
及
ば
ざ
る
所
に
し
て
、
近
世
の
未
だ
有
ら
ざ
る
所
な
り
。
『
奮
史
』

は
自
は
逸
才
有
り
、
志
氣
宏
放
に
し
て
、
瓢
然
と
し
て
超
世
の
心
有
り
と
構
す
、

余
　
以
て
賞
録
と
篤
す
。
而
も

『新
書
』
は
其
の
語
を
著
せ
ず
、
故
に
之
を
録

し
、
覧
る
者
を
し
て
詳
し
き
を
得
じ
め
ん
と
す
。

曾
撃
の
批
判
は
、
ま
ず

『新
唐
書
』
の
晩
年
部
分
の
記
述
に
向
か

っ
て
い
る
。
李

自
の
個
々
の
詩
を
編
年
化
し
て
い
く
作
業
の
中
で
、
彼
自
身
、
李
自
の
事
跡
に
つ
い

て
様
々
な
検
討
を
重
ね
た
で
あ
ろ
う
し
、
こ
こ
で
の

「李
白
自
身
の
述
べ
る
と
こ
ろ

と
合
致
し
な
い
」
と
い
う
批
判
は
、
そ
れ
を
踏
ま
え
た
も
の
だ
ろ
う
。
そ
の
後
、
曾

輩
の
筆
は
李
白
詩
そ
の
も
の
の
評
価
に
及
び
、
「
同
類
を
連
ね
て
義
理
を
引
用
し
、

規
則
に
適
う
も
の
は
少
な
い
が
、
そ
の
言
葉
遣
い
は
内
容
が
豊
富
で
表
現
が
自
由
で

あ
り
、
お
そ
ら
く
屈
原
ら
の
及
ば
ぬ
も
の
で
あ
り
、
近
い
時
代
に
は
な
い
も
の
で
あ

る
」
と
高
く
評
価
し
、
さ
ら
に
そ
の
人
と
な
り
に
つ
い
て
は
、
『
奮
唐
書
』
の

「
逸

才
有
り
、
志
氣
　
宏
放
に
し
て
、
瓢
然
と
し
て
超
世
の
心
有
り
」
を
史
実
に
忠
実
な

も
の
と
し
て
評
価
し
て
、
『
新
唐
書
』
が
こ
の
語
を
載
せ
な
い
こ
と
を
指
摘
す
る
。

詩
集
の
序
文
と
し
て
書
か
れ
た
も
の
と
い
う
事
情
は
あ
る
が
、
こ
こ
で
の
曾
撃
は
、

よ
り
正
確
な
史
実
を
記
録
す
る
こ
と
を
求
め
な
が
ら
も
、
李
白
を
超
俗
の
詩
人
と
し

て
把
握
し
よ
う
と
し
て
お
り
、
そ
の
態
度
は
正
史
の
も
の
よ
り
も
欧
陽
脩
の
詩
に
表

現
さ
れ
た
も
の
に
よ
り
近
い
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
曾
輩
も
ま
た
こ
の
伝
記
の
な

か
で
、
玄
宗
宮
廷
に
お
け
る
李
自
の
不
適
応
状
態
と
そ
の
自
覚
、
ま
た
衣
宮
錦
抱
の

傍
若
無
人
な
態
度
に
は
触
れ
て
い
な
い
。
こ
の
よ
う
な
曾
輩
の
姿
勢
に
は
、
彼
の
う

ち
に
抱
か
れ
た
理
想
化
さ
れ
た
李
白
像
と
、
正
史
、
特
に

『新
唐
書
』
の
描
く
像
と

の
間
の
隔
た
り
に
対
す
る
と
ま
ど
い
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

署
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こ
の
よ
う
に
、
北
宋
仁
宗
期
の
文
人
た
ち
の
李
白
に
対
す
る
視
線
に
は
、
超
俗
の

詩
人
と
し
て
理
想
化
し
よ
う
と
す
る
も
の
と
、
よ
り
史
実
に
近
い
像
を
提
え
よ
う
と

す
る
も
の
と
が
存
在
し
た
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
他
に
、
李
白
を
済
世
の
人
と
し
て

位
置
づ
け
よ
う
と
試
み
る
視
線
も
存
在
し
た
よ
う
だ
。
例
と
し
て
繹
契
嵩

（
一
〇
〇

七
～

一
〇
七
二
）
「書
李
翰
林
集
後
」
（鐸
津
文
集
巻
十
六
　
四
部
叢
刊
廣
編
本
）
を

挙
げ
て
み
よ
う
。

余
讀

『
李
翰
林
集
』
、
見
其
柴
府
詩
百
餘
篇
、
其
意
尊
國
家
、
正
人
倫
、
卓
然

有
周
詩
之
風
、
非
徒
吟
味
情
性
、
咄
嘔
荀
自
適
而
已
。
白
営
唐
有
天
下
第
五
世

時
、
天
子
意
甚
啓
色
、
庶
政
稽
鮮
、
姦
邪
輩
得
入
、
病
弄
大
柄
。
會
禄
山
賊
兵

犯
開
、
而
明
皇
幸
蜀
、
自
関
天
子
失
守
、
軽
棄
宗
廟
、
故
作

「遠
別
離
」
以
刺

之
。

余

　

『
李
翰
林
集
』
を
讀
み
、
其
の
柴
府
詩
百
餘
篇
を
見
る
に
、
其
の
意
は
國

家
を
尊
び
、
正
倫
を
正
し
、
卓
然
と
し
て
周
詩
の
風
有
り
、
徒
ら
に
情
性
を
吟

味
し
、
咄
嘔
し
て
荀
か
自
適
す
る
に
非
ざ
る
の
み
。
白
　
唐
の
天
下
を
有
ち
て

第
五
世
の
時
に
営
た
り
、
天
子
　
土思
甚
だ
啓
色
に
あ
り
、
庶
政
稽
や
鮮
し
、
姦

邪
の
輩
　
入
る
を
得
、
霜
か
に
大
柄
を
弄
ぶ
。
禄
山
の
賊
兵
の
開
を
犯
す
に
會

し
て
、
明
皇
　
蜀
に
幸
し
、
自
　
天
子
の
守
を
失
ひ
、
軽
く
宗
廟
を
棄

つ
る
を

関
み
、
故
に

「遠
別
離
」
を
作
り
以
て
之
を
刺
す
。

さ
ら
に
後
文
で
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

迩
世
説
李
白
清
才
逸
氣
、
但
訥
仙
人
耳
、
此
豊
必
然
耶
。
観
其
詩
、
惜
勢
才
思

如
山
鴛
海
振
、
魏
魏
浩
浩
、
不
可
窮
極
、
荀
営
時
得
預
聖
人
之
側
、
可
参
二

「雅
」
、
宜
典

「
國
風
」
博
之
於
無
窮
、
而

「離
騒
」
・
「
子
虐
」
不
足
相
比
。

迩
世
　
説
く
ら
く
　
李
白
は
清
才
逸
氣
に
し
て
、
但
だ
請
仙
人
な
る
の
み
と
、

此
れ
量
に
必
ず
し
も
然
ら
ん
や
。
其
の
詩
を
観
る
に
、
催
勢

ｏ
才
思
　
山
饗
え

海
振
ふ
が
如
く
に
し
て
、
魏
魏
浩
浩
と
し
て
、
窮
極
す
べ
か
ら
ず
、
荀
く
も
営

夭

時
　
聖
人
の
側
に
預
か
る
を
得
れ
ば
、
二

「雅
」
に
参
ず
べ
く
、
宜
し
く

「
國

風
」
と
典
に
之
を
無
窮
に
博
ふ
る
べ
く
、
而
し
て

「離
騒
」
・
「
子
虐
」
は
相
ひ

比
ぶ
る
に
足
ら
ず
。

こ
こ
で
繹
契
嵩
は
、
李
白
詩
の
風
刺
性
に
着
日
し
、
当
時
通
行
し
て
い
た
諦
仙
人

と
し
て
の
李
白
像
を
超
え
た
、
『
詩
』
の
継
承
者
と
し
て
の
正
当
性
を
主
張
し
て
い

る
。
こ
の
よ
う
な
主
張
は
、
か
え

っ
て
す
で
に
当
時
に
お
い
て
、
李
白
に
対
し
て
は

『詩
』
の
継
承
者
と
し
て
の
風
刺
性

ｏ
社
会
性
が
指
摘
さ
れ
る
こ
と
は
少
な
く
、
も

っ

ぱ
ら

「清
才
逸
気
の
請
仙
人
」
と
し
て
の
イ
メ
ー
ジ
や
評
価
が
通
行
し
て
い
た
こ
と

を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
当
時
の
知
識
人
た
ち
の
間
で
広
く
支
持
さ
れ
つ
つ
あ

っ
た

の
は
、
現
実
の
社
会
に
目
を
向
け
、
そ
の
あ
り
さ
ま
を
詩
の
中
に
写
実
的
に
描
き
出

し
て
い
く
杜
甫
の
詩
風
で
あ
り
ヽ
忠
義
の
人
と
し
て
の
人
と
な
り
で
あ

っ
た
。
現
実

の
社
会
か
ら
遊
離
し
た
高
踏
的
な
理
想

・
夢
想
を
描
く
李
自
の
詩
風
、
あ
る
い
は
天

衣
無
縫

・
傍
若
無
人
な
李
白
と
い
う
人
物
は
、
憧
れ
を
寄
せ
る
対
象
で
は
あ

っ
て
も
、

彼
ら
の
時
代
の
志
向
に
は
馴
染
み
に
く
い
も
の
と
感
じ
ら
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
繹
契
嵩

「書
李
翰
林
集
後
」
の
描
く
こ
の
よ
う
な
李
白
像
は
、
当
時
の
価
値
観

に
よ
り
合
致
す
る
位
置
づ
け
を
求
め
る
試
み
と
捉
え
る
こ
と
も
で
き
る
だ
ろ
う
。

さ
ら
に
言
う
な
ら
ば
、
全
国
を
流
浪
し
、
内
乱
に
翻
弄
さ
れ
た
誦
仙
人
た
る
大
詩

人
李
自
の
生
き
様
は
、
宋
代
の
知
識
人
た
ち
に
と

っ
て
は
、
憧
憬
の
対
象
と
は
な

っ

て
も
、
必
ず
し
も
身
近
な
も
の
と
は
感
じ
ら
れ
な
く
な

っ
て
い
っ
た
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
そ
の
官
僚
と
し
て
の
格
付
け
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ

っ
て
も
、
安
定
し
た
社
会

制
度
と
官
僚
組
織
の
な
か
に
身
を
置
い
て
日
々
を
生
き
て
い
る
当
時
の
知
識
人
た
ち

に
と

っ
て
、
そ
の
秩
序
か
ら
離
脱
す
る
こ
と
は
容
易
な
こ
と
で
は
な
か

っ
た
で
あ
ろ

う
し
、
ま
た
、
彼
ら
の
日
常
に
は
、
小
さ
な
波
乱
は
あ

っ
て
も
、
劇
的
な
出
来
事
は

決
し
て
多
く
な
か

っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
む
し
ろ
、
彼
ら
の
毎
日
は
大
抵
平

凡
な
も
の
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
日
常
の
中
に
あ
る
情
感
こ
そ
ヽ
彼
ら
に
と

っ
て
親
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し
い
も
の
で
あ

っ
た
の
だ
ろ
う
。
そ
こ
で
彼
ら
の
制
作
す
る
詩
は
、
そ
の
よ
う
な
日

常
の
中
に
あ
る
情
感
を
い
か
に
う
ま
く
と
ら
え
て
表
現
す
る
か
を
希
求
す
る
も
の
に

な

っ
て
い
っ
た
の
だ
ろ
う
。
彼
ら
に
と

っ
て
は
、
李
白
と
い
う
人
の
生
き
様
が
身
近

な
も
の
と
な
り
に
く
い
の
と
同
様
に
、

ロ
マ
ン
チ
シ
ズ
ム
に
富
み
、
感
情
の
大
き
な

う
ね
り
を
歌
い
上
げ
る
諦
仙
人
の
詩
風
も
ま
た
、
憧
憬
を
寄
せ
る
対
象
で
は
あ

っ
て

も
、
普
遍
的
な
詩
作
の
理
想
と
な
り
得
る
も
の
と
は
感
じ
ら
れ
な
か

っ
た
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

四
　
郭
祥

正

―

あ

る

「
李
白
後
身
」

の
こ
と
―

本
稿
の
最
後
に
、
そ
の
後
の
北
宋
中
、
後
期
に
か
け
て
の
李
白
と
そ
の
詩
作
品
の

受
容
の
さ
れ
方
を
う
か
が
わ
せ
る
ひ
と
つ
の
ケ
ー
ス
を
挙
げ
て
お
き
た
い
。
こ
こ
で

挙
げ
る
の
は
、
現
代
の
文
学
研
究
で
は
取
り
あ
げ
ら
れ
る
こ
と
の
少
な
い
、
郭
祥
正

（
一
〇
二
五
～
？
）
と
い
う
人
物
で
あ
る
。
な
お
、
郭
祥
正
の
制
作
し
た
詩
文
を
整

理
し
た
も
の
に
、
孔
凡
祀
氏

『
郭
祥
正
集
』
（安
徽
古
籍
叢
書
　
黄
山
書
社

　
一
九

九
五
年
）
が
あ
り
、
同
書
の
附
録

一

「郭
祥
正
事
述
編
年
」
は
、
そ
の
伝
記
を
詳
細

に
検
討
さ
れ
て
い
る
。
以
下
の
検
討
を
進
め
る
に
当
た

っ
て
は
、
こ
の
事
述
編
年
を

参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
が
多
い
。

こ
の
郭
祥
正
と
い
う
人
物
に
つ
い
て
、
『
宋
史
』
巻
四
百
四
十
四
文
苑
博
六

（中

華
書
局
本
）
の
郭
祥
正
博
は
、
「梅
尭
臣
方
檀
名

一
時
、
見
而
歎
日
、
『
天
才
如
此
、

員
太
白
後
身
也
。
』
」
（梅
尭
臣
　
方
に
名
を

一
時
に
檀
に
す
、
見
て
歎
じ
て
曰
く
、

「天
才
な
る
こ
と
此
く
の
如
し
、
員
に
太
白
後
身
な
り
」
と
。
）
と
記
し
て
い
る
の
だ

が
、
孔
氏
の
編
年
で
は
こ
れ
を
、
至
和
元
年

（
一
〇
五
四
）
の
年
末
に
、
宣
城

（現

安
徽
省
宣
城
縣
）
の
昭
亭
に
寓
居
し
て
い
た
郭
祥
正
が
、
当
地
で
母
の
喪
に
服
し
て

い
た
梅
尭
臣
と
面
会
し
た
際
の
で
き
ご
と
と
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
時
梅
尭
臣
が
制
作
し
た
、
「
依
詢
和
郭
祥
正
秘
校
遇
雨
宿
昭
亭
見
懐
」
詩

（朱
東
潤
氏

『
梅
尭
臣
集
編
年
校
注
』
巻
二
十
四
　
中
國
古
典
文
學
叢
書
　
上
海
古

籍
出
版
社
　
一
一〇
〇
六
年
新

一
版
）
の
、
〓

誦
慮
山
高
、
萬
景
不
可
蔵
。
」
（
一
た

び
鷹
山
高
を
誦
す
る
に
、
萬
景
　
蔵
る
べ
か
ら
ず
。
）
と
い
う
表
現
か
ら
は
、
こ
の

と
き
郭
祥
正
が
、
欧
陽
脩

「慮
山
高
贈
同
年
劉
中
允
婦
南
康
」
（居
士
集
巻
五
）
を

諸
ん
じ
て
み
せ
た
こ
と
が
わ
か
る
が
、
同
じ
時
期
に
梅
尭
臣
が
制
作
し
た

「采
石
月

贈
郭
功
甫
」
詩

（梅
尭
臣
集
編
年
校
注
巻
二
十
四
）
の
冒
頭
に
、
「
采
石
月
下
聞
請

仙
、
夜
披
錦
抱
坐
釣
船
。
」
（采
石
　
月
下
　
請
仙
を
聞
く
、
夜
　
錦
抱
を
披
し
　
釣

船
に
坐
す
。
）
と
あ
り
、
「
請
仙
」
「
披
錦
」
と
い
う
表
現
か
ら
も
、
梅
尭
臣
が
郭
祥

正
を
李
白
に
見
立
て
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
李
白
詩
に
対
す
る

評
価
が
、
欧
陽
脩
と
関
わ

っ
て
現
れ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
が
、
郭
祥
正
は
欧

陽
脩
の
李
白
詩
に
対
す
る
評
価
の
高
さ
を
意
識
し
て
、
こ
と
さ
ら
に
そ
の

「慮
山
高
…
」

を
取
り
上
げ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

ま
た
、
こ
の
李
白
後
身
と
い
う
評
価
は
、
い
く
ら
か
の
人
々
の
間
で
共
有
さ
れ
た

ら
し
く
、
呉
曾

『
能
改
齋
漫
録
』
巻
十
議
論
の
、
「
聖
愈
諸
公
以
郭
功
甫
篤
李
太
白

後
身
」
（宋
元
筆
記
叢
書
　
上
海
古
籍
出
版
社

　

一
九
八
四
年
第
二
版
）
に
は
、
次

の
よ
う
な
記
事
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

章
衡
子
平
答
郭
功
甫
書
、
其
略
云
、
「
鄭
公
毅
夫
、
吾
叔
表
民
及
梅
聖
金
、
皆

以
功
甫
篤
李
誦
仙
之
後
身
。
吾
不
知
請
仙
之
如
夫
子
之
少
時
、
其
標
格
淵
敏
、

已
能
如
此
老
成
否
。
」

章
衡
子
平
の
郭
功
甫
に
答
ふ
る
書
、
其
れ
略
ぼ
云

へ
ら
く
、
「
鄭
公
毅
夫
、
吾

が
叔
表
民
及
び
梅
聖
念
、
皆
な
功
甫
を
以
て
李
諦
仙
の
後
身
と
篤
す
。
吾
　
誦

仙
の
夫
子
の
少
き
時
の
如
く
、
其
の
標
格
淵
敏
に
し
て
、
已
に
能
く
此
く
の
如

く
老
成
す
る
や
否
や
を
知
ら
ず
」
と
。

こ
こ
で
は
、
章
衡

（字
子
平

　
一
〇
二
五
～

一
〇
九
九
）
が
郭
祥
正

（字
功
甫
）

元
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に
答
え
た
書
信
を
引
い
て
、
鄭
解

（字
毅
夫

　
一
〇
三
二
～

一
〇
七
三
）
上
早
望
之

（字
表
民
　
生
卒
年
未
詳
）
・
梅
尭
臣

（字
聖
愈
　
一
〇
〇
二
～

一
〇
六
〇
）
が
、
み

な
郭
祥
正
を
李
自
の
生
ま
れ
変
わ
り
と
み
な
し
た
と
述
べ
、
章
衡
自
身
も
、
李
白
と

比
較
し
て
郭
祥
正
の
年
若
い
老
成
ぶ
り
を
評
価
し
て
い
る
。

郭
祥
正
は
、
こ
の
よ
う
に
比
較
的
若
年
期
に
、
梅
尭
臣
ら
年
嵩
の
世
代
か
ら
李
自

後
身
と
し
て
の
評
価
を
受
け
て
い
た
の
だ
が
、
そ
の
後
、
あ
る
問
題
を
起
こ
し
て
そ

の
名
声
を
失

っ
て
し
ま
う
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
『
宋
會
要
輯
稿
』
第
九
十
八
冊

「
職

官
」
六
六
之
二
七

（中
華
書
局
本
）
の
元
豊
七
年

（
一
〇
八
四
）
二
月
十
三
日

（な

お
、
『
績
資
治
通
鑑
長
編
』
巻
三
百
四
十
四

（中
華
書
局
本
）
は
同
じ
記
事
の
日
付

を
二
月
壬
子

（十
三
日
）
と
す
る
じ

の
記
す
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
そ
の
罪
は
僧
侶

と
共
謀
し
た
金
銭
横
領
で
あ

っ
た
ら
し
い
。
結
果
的
に
、
こ
の
事
件
に
よ
り
、
郭
祥

正
は
官
と
し
て
の
身
分
と
社
会
的
信
用
を
失
い
、
こ
の
後
、
彼
を
李
白
後
身
と
し
て

評
価
す
る
言
辞
は
見
ら
れ
な
く
な

っ
た
。
陸
済

（
一
一
二
五
～

一
二

一
〇
）
『
入
蜀

記
』
（渭
南
文
集
巻
四
十
四
　
四
部
叢
刊
本
）
乾
道
六
年

（
一
一
七
〇
）
七
月
十
三

日
の
記
事
に
よ
る
と
、
蘇
戟

（
一
〇
三
六
～

一
一
〇

一
）
は
、
李
白

「
姑
執
十
詠
」

は

「太
白
後
身
」
郭
祥
正
の
贋
作
で
は
な
い
か
と
疑

っ
た
と
い
う
。
郭
祥
正
は
ヽ
そ

の
後
も
様
々
な
人
物
、
具
体
的
に
は
王
安
石

・
蘇
戟

・
蘇
轍

・
王
安
祀

・
黄
庭
堅

・

李
之
儀
ら
と
交
遊
す
る
が
、
概
し
て
評
判
は
芳
し
く
な
い
よ
う
だ
。
ま
た
、
そ
の
没

年
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
徽
宗
政
和
年
間

（
一
一
一
一
～

一
一
一
八
）
ま
で
生
き

て
い
た
ら
し
く
、
北
宋
中
期
か
ら
晩
期
に
か
け
て
の
長
い
期
間
を
生
き
、
数
多
く
の

文
人
と
交
流
し
て
い
る
点
で
も
興
味
深
い
人
物
で
あ
る
。

孔
凡
祀
氏
は

『
郭
祥
正
集
』
の
序

（
二
頁
）
の
な
か
で
、
郭
祥
正
の
作
品
は
若
年

期
の
基
礎
を
う
ま
く
伸
ば
す
こ
と
が
で
き
ず
、　
一
種
の
停
滞
状
態
に
あ

っ
た

（他
的

作
品
井
没
有
在
早
期
的
基
礎
上
有
着
明
顧
的
突
破
、
或
者
説
、
虎
在

一
種
相
封
停
滞

状
態
。
）
、
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
た
し
か
に
そ
う
い
う
面
は
あ

っ
た
の
だ
ろ
う
。

四
〇

し
か
し
、
史
書
や
筆
記
等
の
資
料
か
ら
見
た
限
り
、
彼
が
社
会
的
評
価
を
落
と
し
た

の
は
、
詩
才
の
成
長
不
良
の
た
め
で
は
な
く
、
そ
の
人
格

ｏ
行
動
に
対
す
る
批
判
に

よ
る
も
の
の
よ
う
だ
。
「李
白
後
身
」
に
対
す
る
評
価
が
下
が

っ
た
の
は
、
李
白
に

対
す
る
評
価
が
低
下
し
た
か
ら
で
は
な
い
。
し
か
し
、
郭
祥
正
と
い
う
人
物
が
評
価

を
失

っ
て
い
く
様
子
に
、
李
白
的
な
天
衣
無
縫
さ
や
そ
の
詩
風
が
、
次
第
に
世
の
中

の
志
向
か
ら
乖
離
し
て
い
く
様
を
見
る
の
は
、
穿
ち
過
ぎ
た
見
方
だ
ろ
う
か
。
北
宋

中
期
か
ら
晩
期
に
か
け
て
の
時
期
に
は
、
蘇
戟
の
言
葉
も
伝
え
て
い
る
よ
う
に
、
詩

の

「集
大
成
」
者
と
し
て
の
杜
甫
の
位
置
づ
け
は
す
で
に
固
ま
り
、
さ
ら
に
詩
作
の

規
範
と
し
て
特
別
な
存
在
に
な

っ
て
い
く
。
こ
の
よ
う
な
時
代
に

「李
白
後
身
」
を

自
認
し
、
標
榜
す
る
こ
と
自
体
が
、
次
第
に
時
代
遅
れ
と
感
じ
ら
れ
た
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
欧
陽
脩
か
ら
蘇
戟
を
経
、
さ
ら
に
後
代

へ
、
時
代
は
変
わ

っ
て
い
く
の

だ
。郭

祥
正
は
没
後
、
郷
人
に
よ

っ
て
青
山
李
白
祠
に
祀
ら
れ
た
。
『
入
蜀
記
』
（同

巻
四
十
五
）
の
記
事
に
よ
れ
ば
、
乾
道
六
年
七
月
十
七
日
に
陸
済
が
こ
こ
に
立
ち
寄

っ

た
際
、
「鳥
巾
白
衣
錦
抱
」
と
い
う
お
な
じ
み
の
い
で
た
ち
の
李
自
の
側
に
、
「道
帽

斃
襄
、
侑
食
於
側
。
」
（道
帽
斃
委
し
、
側
に
食
を
侑
む
。
）
す
る
郭
功
甫
の
像
が
あ

っ

た
と
い
う
。
没
後
に
は

「李
白
後
身
」
、
少
な
く
と
も
李
白
の
追
随
者
と
し
て
の
面

目
は
保

っ
た
ら
し
い
。


